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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

夏
時
間
が
11
月
２
日
（
日
）

午
前
２
時
で
終
了
し
ま
す
。
土

曜
の
夜
、
お
休
み
前
に
時
計
の

針
を
１
時
間
お
戻
し
く
だ
さ

い
。
日
本
と
の
時
差
は
14
時
間

と
な
り
ま
す
。

夏
時
間
終
了

黄金の秋
セントラルパーク

　

邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
は
８

日
（
土
）
午
後
か
ら
介
護
や
医

療
や
安
全
に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
）

で
開
催
す
る
。
対
面
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る
。

　

午
後
１
時
10
分
か
ら
「
介
護

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
現
状
と
近
未

来
像
」（
浅
田
春
比
古
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
教
授
）、

１
時
50
分
か
ら
「
サ
ム
ラ
イ
介

護
」（
理
学
療
法
士
・
介
護
福

祉
士
の
岡
田
慎
一
郎
氏
）、
午

後
２
時
30
分
か
ら
「
安
全
な
生

活
の
た
め
に
」（
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
・
松
永

直
樹
領
事
部
長
）、
午
後
３
時

か
ら「
世
界
か
ら
の
医
療
事
情
」

柴
田
の
り
こ
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
）、

柏
原
誠
さ
ん
（
ド
イ
ツ
）、
柳

沢
ロ
バ
ー
ト
さ
ん
（
米
国
）。

午
後
４
時
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

セ
ル
フ
ケ
ア
ー
声
を
共
鳴
さ
せ

る
」（
音
楽
療
法
士
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
灘
田
篤
子
さ

ん
）
参
加
の
申
し
込
み
は
リ
ン

ク
か
ら　

https://forms.gle/
Abewv2otFgwa5t6V9

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
通
称
ジ

ャ
ム
ズ
ネ
ッ
ト
は
、
２
０
０
６

年
に
当
時
の
米
国
日
本
人
医
師

会
（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）
会
長
で
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
の
本
間
俊
一
教
授

と
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

の
仲
本
光
一
医
務
官
が
呼
び
か

け
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
が
側
面
支
援
す
る
こ

と
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立
さ

れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、

医
療
や
福
祉
、
教
育
、
心
理
の

分
野
で
邦
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
支
援
す
る
団
体
が
多
数
存
在

し
て
い
た
が
、
連
携
し
た
活
動

は
し
て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

米
国
日
本
人
医
師
会
を
中
心
に

既
存
の
20
団
体
が
参
加
し
て
ジ

ャ
ム
ズ
ネ
ッ
ト
が
誕
生
し
、
現

在
は
、
26
団
体
が
加
盟
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
館
に
医
務
官
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
医
師
が
、
そ
の
後
世
界

各
地
の
赴
任
先
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
動
が
世

界
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
今
回
は
そ
の
第
１
回
の
世

界
大
会
が
発
足
の
地
Ｎ
Ｙ
で
開

催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
一
般

参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

11
月
4
日
の
投
開
票
を
前

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選

が
最
終
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
10
月
25
日
に
期
日
前
投
票

が
始
ま
っ
た
が
、
初
日
の
こ

の
日
は
７
万
９
４
０
９
人
が

投
票
し
た
。
期
日
前
投
票
が

導
入
さ
れ
た
２
０
２
１
年
は

１
万
５
４
１
８
人
だ
っ
た
こ
と

か
ら
今
回
そ
の
約
５
倍
と
な
っ

た
。
高
い
関
心
の
背
景
に
は
、

家
賃
高
騰
、
治
安
、
教
育
格
差

な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

課
題
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

各
種
世
論
調
査
で
は
民
主
党

の
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
候
補

が
依
然
と
し
て
他
候
補
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
と
ゴ

ッ
サ
ム
・
ポ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る

最
新
の
世
論
調
査
（
10
月
20
日

付
）
に
よ
る
と
、
民
主
党
の
ゾ

ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
候
補
が

43
・
２
％
で
首
位
を
維
持
し
て

い
る
。
無
所
属
候
補
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ
候
補
は
28
・

９
％
で
２
位
、
共
和
党
の
カ
ー

テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
候
補
は
19
・

４
％
で
３
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ス
リ

ワ
氏
が
撤
退
し
た
場
合
、
マ
ム

ダ
ニ
氏
44
・
６
％
、
ク
オ
モ
氏

40
・
７
％
と
４
ポ
イ
ン
ト
差
で

接
戦
と
な
る
見
込
み
だ
。
ク
オ

モ
氏
は
「
ス
リ
ワ
氏
が
残
れ
ば

マ
ム
ダ
ニ
氏
に
勝
つ
こ
と
は
非

常
に
難
し
く
な
る
」
と
述
べ
て

い
た
が
、
10
月
20
日
に
「
関
係

な
い
」
と
こ
の
発
言
を
事
実
上

撤
回
し
た
。
ス
リ
ワ
氏
は
選
挙

戦
か
ら
は
「
撤
退
は
し
な
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

Ｎ
Ｙ
市
長
選
４
日
投
開
票

マ
ム
ダ
ニ
氏
優
位
は
動
か
ず

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
世
界
大
会

Ｎ
Ｙ
で
開
催
し
セ
ミ
ナ
ー
も

　セントラルパークの紅葉は今が一番。
郊外のカラフルな景色とはまた一味違う
「黄金の秋」を楽しめる。
　　　　　（１０月25日、写真・植山慎太郎）　

www.saitollp.com
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://forms.gle/Abewv2otFgwa5t6V9
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11 月 NY日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAA コーラス

■ 11 月 1 日（土）10am-2pm「恒例 JAA グランド・バザー」
恒例の “ グランド・バザー ” です。クリスマスに最適な品物
や掘り出し物、お稲荷、お赤飯、焼きそば、チキンの竜田揚げ、
お菓子類などの喫茶コーナー、衣類、食器、雑貨、本コーナー
を設けます。ショッピングを楽しんでください。10/29 から
準備開始、ボランティアを募集。JAA へご連絡ください。

■ 11 月 6 日 ( 木 )-11 月 15 日（土）「紐育 / ニューヨークの日
系一世写真展」　写真家井上博行さんが撮った 1979 年代―
80 年代に生きた 53 人のシニアの写真展です。顔とインタ
ビューが揃った方もいますがまだ探している方もいます。是
非ご参加して、この写真と名前合わせをして、先輩の業績を
称えましょう。11 月 7日（金）6pm-8pm オープニングレセ
プション。ワインとリフレシュメントを用意いたします。

■ 11 月 7 日（金）10:15am-11:45am   Apple Kids 企画「灘田
篤子さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」
参加費 $5。

■ 11 月 10 日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと尾崎理絵さ
んがヘアカットを行ないます。お早めにご予約下さい。

■ 11 月 13 日（木）「11 月敬老会」12pm-2pm　BentOn のお
弁当です。Iwaki Band の音楽をお楽しみください。会場参加、
デリバリー＆ピックアップご希望の方はご要予約。会費 $5　
11 月のお誕生会をします。

■ 11 月 15 日（土）3:30pm-5:30pm　JAA & 日米カウンシル /
USJC 共催 「歌舞伎俳優中村隼人さんと歌舞伎囃子田中流七
代目田中傅次郎さんを迎えての特別トークイベント」モデ
レーターは JAA ジュニアボードメンバーの小風華香さんが
行います。

■ 11 月 20 日（木）10am-12pm 「三木克己弁護士の米国移民
法の電話無料相談室」ご相談の方はご予約下さい。各 15 分。

■ 11 月 27 日（木）感謝祭にて JAAは休館。
■ 12 月 3 日（水）6:30 pm-Online 「理事会と選挙総会」2026
年度のニューヨーク日系人会 /JAA の役員・理事を選出いた
します。総会の案内と委任状は 11 月中旬に郵送致します。
総会へ出席出来ない方は委任状を選挙総会日（12 月 3 日
5pm）までに事務局まで提出してください。

◆ メディケアプランの変更期間は 10 月 15 日から 12 月 7日迄
です。ご相談したい方は JAA へご連絡ください！メディケ
アの専門の方をご紹介します。無料です。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）
Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
と
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
は

共
催
（
協
力
Ｄ
ー
Ｔ
株
式
会

社
、
マ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

で
、
13
日
（
木
）
午
後
３
時
か

ら
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス

のVictor Borge Hall

（
パ
ー

ク
街
58
番
地
）
に
お
い
て
、
歌

舞
伎
音
楽
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
。
本
イ
ベ
ン
ト

は
、
囃
子
方
の
田
中
傅
左
衛
門

と
田
中
傅
次
郎
、
歌
舞
伎
俳
優

の
中
村
隼
人
ら
が
歌
舞
伎
の
歴

史
や
音
楽
、
楽
器
に
つ
い
て
解

説
し
な
が
ら
実
演
す
る
貴
重
な

公
演
と
な
る
。
ま
た
、
太
鼓
の

体
験
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
は
無
料
だ
が
、

Eventbrite

よ
り
事
前
の
参
加

登
録
が
必
要
。
詳
し
く
は
、
国

際
交
流
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://ny.jpf.go.jp/

を
参
照

す
る
。
問
合
せ
は
、
Ｅ
メ
ー
ル　

NY_info@jpf.go.jp

歌舞伎音楽の実演
スカンジナビアハウスで13日
国際交流基金とNY総領事館共催

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

（
５
番
街
１
０
０
０
番
地
）
は
、

来
年
6
月
1
日
（
月
）
か
ら
9

月
27
日
（
日
）
ま
で
、
特
別
展

「Musical Bodies

（
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・
ボ
デ
ィ
ー
ズ
）」
を

開
催
す
る
。
同
展
は
、
最
古
の

楽
器
と
い
う
の
は
私
た
ち
自
身

の
身
体
、と
い
う
テ
ー
マ
で
形
、

音
、
そ
し
て
魂
の
関
係
を
探
求

す
る
。
館
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
マ
ッ

ク
ス
・
ホ
ラ
イ
ン
氏
は
、「
本

展
は
芸
術
・
歴
史
・
音
を
統
合

し
、
人
間
の
根
源
的
な
経
験
に

語
り
か
け
る
」
と
述
べ
た
。
企

画
は
、
楽
器
部
門
の
学
芸
員
ブ

ラ
ッ
ド
リ
ー
・
ス
ト
ロ
ー
チ
ェ

ン
＝
シ
ェ
ラ
ー
博
士
。

音
を
生
み
出
す
彫
刻
や
人
体

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
特
別
展

　

山
田
流
箏
曲
家
の
木
村
伶
香

能
は
第
33
回
日
本
音
楽
コ
ン
サ

ー
ト
シ
リ
ー
ズ
の
秋
公
演
を
11

月
２
日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
抹
茶
カ

フ
ェ
、
雪
月
華
（
東
７
丁
目
74

番
地
）
で
行
う
。
箏
曲
の
名
曲 

「
秋
風
の
曲
」、
秋
の
月
夜
に
亡

き
夫
を
偲
ぶ
山
田
流
の
代
表

曲
「
松
風
」
他
を
演
奏
予
定
。

茶
道
家
・
森
宗
碧
に
よ 

る
抹

茶
も
提
供
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、

箏
・
三
味
線
の
音
色
を
、
四
季

折
々
に
体
感
す
る
場
と
し
て
、

２
０
１
５
年
秋
よ
り
ス
タ
ー

ト
。
こ
れ
ま
で
に
箏
曲
の
古
典

作
品
か
ら
現
代
作
品
ま
で
、
60

曲
に
及
ぶ
作
品
を
演
奏
す
る
。

　

雪
月
華
は
日
本
産
の
上 

質

な
抹
茶
を
提
供
す
る
カ
フ
ェ

と
し
て
２
０
１
７
年
に
オ
ー

プ
ン
。
チ
ケ
ッ
ト
は 

50
ド
ル

（
抹
茶
付
き
）。
予
約
は 

雪
月

華
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

www.setsugekkany.com

で

申
し
込
む
。
氏
名
、
希
望
枚

数
を
明
記
の
こ
と
。
席
数
が

限
ら
れ
て
い
る
の
で
早
め
の

予
約
を
。
木
村
伶
香
能
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

yokoreikanokimura.com/
calendar/ 

山田流箏曲家の木村伶香能
雪月華で２日に演奏会

https://www.samuraimama.com/
https://www.discovermerchantsettlement.com/?culture=ja?utm_source=Specialty+Publications&utm_medium=Print&utm_campaign=Discover&utm_content=Japanese
mailto:info@jaany.org
https://ny.jpf.go.jp/
https://ny.jpf.go.jp/
https://ny.jpf.go.jp/
https://ny.jpf.go.jp/
https://ny.jpf.go.jp/
mailto:NY_info@jpf.go.jp
mailto:NY_info@jpf.go.jp
mailto:NY_info@jpf.go.jp
mailto:NY_info@jpf.go.jp
mailto:NY_info@jpf.go.jp
https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.setsugekkany.com
https://www.yokoreikanokimura.com/calendar/
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （43）

　

10
月
23
日
英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ

国
王
と
ロ
ー
マ
教
皇
レ
オ
14
世

が
バ
チ
カ
ン
で
合
同
礼
拝
を
行

い
ま
し
た
。
１
５
４
３
年
に
ヘ

ン
リ
ー
8
世
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
か
ら
独
立
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
英
国
国
教
会
を
設
立
し

て
か
ら
初
の「
歴
史
的
な
和
解
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

国
王
は
皇
太
子
時
代
か
ら
、
宗

教
間
の
懸
け
橋
作
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
他
宗
教
と
の
交
流

を
推
進
し
て
き
た
現
教
皇
も
同

じ
立
場
で
す
。

　

加
え
て
、
環
境
問
題
に
熱
心

な
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
と
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
前
教
皇
以
来
環
境
問
題

に
取
り
組
む
レ
オ
14
世
と
い
う

国
家
元
首
同
士
が
、「
環
境
責

任
を
共
有
す
る
」
こ
と
で
合
意

し
た
こ
と
も
画
期
的
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
9
月
上
旬
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
は
、
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
、
史
上
初

の
二
度
目
の
国
賓
と
し
て
英
国

に
招
き
ま
し
た
。
国
王
自
ら
の

破
格
の
も
て
な
し
に
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
「
米
国
と
英
国
の

絆
は
他
に
比
類
が
な
い
」
と
述

べ
る
程
の
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。

　

そ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

今
米
国
内
で
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
呼
ば

れ
、
10
月
18
日
全
米
50
州
以
上

で
７
０
０
万
人
近
く
が
参
加
し

た
と
言
わ
れ
る
「No Kings

」

ラ
リ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

No Kings

と
は
建
国
の
理
念

で
あ
り
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
よ
う
な

大
統
領
は
不
要
だ
と
す
る
「
民

主
主
義
の
守
護
」
や
「
反
権
威

主
義
」
の
市
民
運
動
と
見
る
人

と
、
こ
の
運
動
を
「
国
民
の

敵
」
と
非
難
す
る
人
々
と
の
間

で
分
断
が
起
き
て
い
ま
す
。
彼

を
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
と
見
る
か
は
別
に

し
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
大
統

領
と
は
思
え
な
い
言
動
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

彼
は
こ
れ
ら
国
王
、
教
皇
に

加
え
て
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、

カ
タ
ー
ル
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

合
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
王
室
も
訪
問

し
ま
し
た
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
プ

ー
チ
ン
大
統
領
や
中
国
の
習
近

平
国
家
主
席
な
ど
、
国
を
支
配

し
て
い
る
指
導
者
を
好
む
傾
向

も
明
ら
か
で
す
。
彼
が
民
主
主

義
を
語
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

く
、
有
権
者
に
翻
弄
さ
れ
る
民

主
主
義
国
の
指
導
者
を
軽
視
し

て
い
る
傾
向
も
明
ら
か
で
す
。

　

３
人
に
共
通
す
る
の
は
世
論

に
左
右
さ
れ
ず
に
自
分
の
理
念

を
唱
え
ら
れ
る
指
導
者
で
あ
る

こ
と
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
朝
令
暮
改
の
言
動
も
含
め
。

　

近
年
、
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義

諸
国
で
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台

頭
、
首
脳
の
支
持
率
の
低
さ
、

在
任
期
間
の
短
か
さ
は
、
選
挙

民
主
主
義
と
い
う
制
度
や
、
こ

れ
ま
で
の
法
と
ル
ー
ル
の
限
界

を
露
呈
し
て
い
ま
す
。

　

紛
争
が
激
増
し
て
い
る
世
界

に
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
理
念
や
シ
ス
テ
ム
創
造
の
不

可
欠
な
時
で
す
。そ
の
意
味
で
、

国
王
、
教
皇
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
言

動
に
注
視
し
な
が
ら
新
た
な
世

界
の
理
念
や
シ
ス
テ
ム
作
り
を

模
索
し
た
い
も
の
で
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特
別

客
員
教
授
も
兼
任
。

国
王
、
教
皇
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
が

考
え
る
世
界

　

長
野
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
10
月
28
日
夜
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
公

邸
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
「
発
酵
・
長
寿
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
食
」
を
テ
ー
マ
に

県
内
メ
ー
カ
ー
13
社
21
人
が
来

米
し
、
参
加
事
業
者
に
よ
る
長

野
県
の
風
土
、
気
候
、
歴
史
が

育
む
県
産
品
に
つ
い
て
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ゲ
ス
ト
へ

の
試
飲
・
試
食
提
供
を
行
っ
た

ほ
か
、
発
酵
食
品
を
は
じ
め
と

し
た
県
産
食
材
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
振
る
舞
わ

れ
た
。
現
地
バ
イ
ヤ
ー
、
輸
入

業
者
、
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
ら
86
人
が
招

待
客
と
し
て
来
場
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片

平
聡
大
使
が
祝
辞
を
述
べ
、
関

昇
一
郎
長
野
県
副
知
事
が
挨
拶

し
た
。
会
場
で
は
戸
隠
そ
ば
山

口
屋
の
山
口
氏
に
よ
る
そ
ば
打

ち
の
実
演
も
行
わ
れ
た
。

　

長
野
県
か
ら
、
Ｊ
Ａ
全
農
長

野
、
マ
ル
コ
メ
、
マ
ル
モ
味
噌
、

山
吹
味
噌
、
サ
ン
ク
ゼ
ー
ル
、

大
澤
酒
造
株
式
会
社
（
明
鏡
止

水
）、
小
野
酒
造
店
（
夜
明
け

前
）、宮
坂
醸
造
、米
沢
醸
造（
今

長
野
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ

グ
レ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
通
り

バ
ス
キ
ア
通
り
に

Ｎ
Ｙ
市
議
会
が
併
設
決
定世界で最も有名なパネットーネ

１月までポップアップ店

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
と
著
名
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・

バ
ス
キ
ア
の
遺
産
を
管
理
す
る

ジ
ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ

ア
・
エ
ス
テ
ー
ト
は
10
月
21
日
、

　

歴
代
の
ロ
ー
マ
教
皇
や
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
大
統
領
に
愛
さ

れ
続
け
る
、
世
界
で
最
も
有
名

な
シ
チ
リ
ア
の
パ
ネ
ッ
ト
ー

ネ
・
メ
ー
カ
ー
「
フ
ィ
ア
ス
コ

ナ
ー
ロ
」
が
米
国
内
で
初

め
て
、
期
間
限
定
で
ソ
ー

ホ
ー
に
出
店
し
て
い
る
。

　

パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
は
イ
タ

リ
ア
人
に
と
っ
て
ク
リ
ス

マ
ス
な
ど
の
祝
賀
シ
ー
ズ

ン
に
欠
か
せ
な
い
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
が
入
っ
た
伝
統

的
な
発
酵
菓
子
パ
ン
で
、

ミ
ラ
ノ
が
発
祥
と
言
わ
れ

る
。
シ
チ
リ
ア
州
都
パ
レ

ル
モ
に
あ
る
カ
ス
テ
ル
ブ

オ
ー
ノ
で
１
９
５
３
年
に

創
業
し
た
同
店
は
、
現
在

は
２
、３
代
目
が
継
い
で

お
り
、
同
じ
く
イ
タ
リ
ア

拠
点
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
ド
ル

チ
ェ
＆
ガ
ッ
バ
ー
ナ
と
提
携
し

た
商
品
を
販
売
し
た
こ
と
で
も

話
題
と
な
っ
た
。

　

初
日
16
日
の
開
店
式
典
に
は

イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ブ
リ
ツ
ィ

オ
・
デ
ィ
・
ミ
ケ
ー
レ
総
領
事

が
来
店
し
、
生
演
奏
や
伝
統
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
シ
チ
リ
ア
名

物
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

シ
ェ
フ
の
ニ
コ
ラ
・
フ

ィ
ア
ス
コ
ナ
ー
ロ
は
パ
ネ

ッ
ト
ー
ネ
作
り
の
神
髄
に

つ
い
て
「
伝
統
が
シ
チ
リ

ア
の
パ
ン
職
人
の
基
盤
と

な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
を

歴
史
と
文
化
と
繋
い
で
く

れ
る
。
こ
の
ル
ー
ツ
を
尊

重
し
な
が
ら
、
自
分
の
創

造
性
も
注
い
で
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。
ド
ル
チ
ェ

＆
ガ
ッ
バ
ー
ナ
と
コ
ラ
ボ

し
た
小
ぶ
り
な
パ
ネ
ッ
ト

ー
ネ
１
０
０
グ
ラ
ム
が
詰

ま
っ
た
缶
は
18
・
28
ド
ル
、

巨
大
な
10
キ
ロ
の
「
マ
キ

シ
ム
ズ
」
の
価
格
は
３
８
０
ド

ル
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
店
（
東
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

４
２
２
番
地
）
の
営
業
は
１
月

15
日
ま
で
。

故
人
の
功
績
を
称
え
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
グ
レ
ー
ト
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
通
り
（
バ
ワ
リ
ー
と
ラ
フ
ァ

イ
エ
ッ
ト
通
り
間
）
を　
「
ジ

ャ
ン
＝
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
・

通
り
」
と
し
た
と
発
表
し
た
。

　

１
９
６
０
年
に
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
で
ハ
イ
チ
系
米
国
人
の
家
族

に
生
ま
れ
た
バ
ス
キ
ア
は
、
83

年
か
ら
ヘ
ロ
イ
ン
過
剰
摂
取
で

27
歳
で
死
去
す
る
88
年
ま
で
、

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
に
借

り
た
同
ス
ト
リ
ー
ト
57
番
地
の

２
階
に
居
住
し
作
品
を
制
作
し

て
い
た
。
バ
ス
キ
ア
の
ア
ー
ト

作
品
は
、
一
見
子
供
の
落
書
き

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
政

治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
く
込

め
ら
れ
て
い
る
。「
大
胆
で
表

現
力
に
富
み
、
社
会
意
識
が
高

い
作
品
を
通
し
て
モ
ダ
ン
・
ア

ー
ト
を
再
定
義
し
た
黒
人
ビ
ジ

ョ
ナ
リ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

永
続
的
な
レ
ガ
シ
ー
を
示
す
」

Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
で
和
牛
や
蕎
麦
、
日
本
酒

錦
）、
伊
那
食
品
工
業
株
式
会

社
、
旭
松
食
品
株
式
会
社
、
八

幡
屋
磯
五
郎
（
七
味
）、
戸
隠

そ
ば
山
口
屋
が
参
加
し
た
。
大

澤
酒
造
の
大
澤
真
社
長
の
呼
び

か
け
で
乾
杯
し
た
。
和
牛
が
人

気
を
呼
ん
で
い
た
。

　

米
国
の
報
道
各
社
は
、
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
10

月
27
日
に
来
日
し
た
こ
と
を
、

「
外
交
の
大
舞
台
」「
米
中
対
立

軸
の
試
金
石
」「
日
米
関
係
の

テ
ス
ト
」と
し
て
報
じ
て
い
る
。

　

ロ
イ
タ
ー
通
信
27
日
付
は
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
東
京
で
「
王
室

級
」の
歓
迎
を
受
け
た
と
し
て
、

皇
居
で
の
天
皇
両
陛
下
と
の
対

面
や
街
並
み
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

演
出
を
強
調
し
た
。
今
回
の
訪

日
が
中
国
と
の
「
貿
易
休
戦 
」

交
渉
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
米
中
首
脳
会
談
を
控
え

た
戦
略
的
な
布
石
で
も
あ
る
と

指
摘
し
た
。
ま
た
、
日
米
両
政

府
が
最
先
端
技
術
・
Ａ
Ｉ
・
核

融
合
な
ど
の
協
力
覚
書
を
交
わ

す
見
込
み
に
つ
い
て
触
れ
、
経

済
・
安
全
保
障
の
複
合
的
課
題

が
日
米
協
調
の
枠
組
み
で
前
面

に
出
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し

た
。

　

一
方
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス

ト
26
日
付
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

関
税
政
策
と
日
本
へ
の
見
方
の

ズ
レ
を
鋭
く
分
析
す
る
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
、「
ト
ラ
ン
プ

の
日
本
観
」
と
現
実
の
経
済
構

造
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
同
紙
は
、
ト
ラ
ン

プ
氏
が
か
つ
て
「
日
本
を
貿
易

不
均
衡
の
旗
印
」
と
し
て
取
り

上
げ
た
点
を
振
り
返
り
つ
つ
、

現
在
の
日
本
は
か
つ
て
と
異
な

る
位
置
に
あ
る
と
論
じ
、「
関

税
を
め
ぐ
る
対
話
の
難
し
さ
」

に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
ア
ジ
ア
歴
訪

は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
国

の
外
交
・
安
全
保
障
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
舞
台
で
も

あ
る
と
、
多
く
の
米
メ
デ
ィ
ア

が
報
じ
た
。
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ

ー
ブ
27
日
付
は
、
来
日
は
貿
易

が
焦
点
と
な
る
中
、
米
中
交
渉

の
進
展
に
も
注
目
が
集
ま
る
と

報
道
。
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
都
市

の
象
徴
的
建
築
物
が
米
国
カ
ラ

ー
で
照
ら
さ
れ
た
こ
と
、
首
都

中
心
部
で
歓
迎
ム
ー
ド
が
演
出

さ
れ
た
点
も
伝
え
て
い
る
。
総

じ
て
、
米
国
メ
デ
ィ
ア
は
今
回

の
来
日
を
「
外
交
儀
礼
と
実
務

的
要
求
が
交
錯
す
る
舞
台
」
と

し
て
位
置
付
け
、
演
出
・
象
徴

性
の
鮮
や
か
さ
を
伝
え
る
一
方

で
、
貿
易
や
関
税
、
安
全
保
障

の
具
体
的
成
果
を
ど
う
引
き
出

す
か
に
懐
疑
的
・
批
判
的
な
視

点
が
目
立
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
訪
日

「
王
室
級
」
の
歓
迎
と
米
メ
デ
ィ
ア

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

と
伝
え
た
命
名
式
典
に
は
妹
の

リ
サ
ー
ン
・
バ
ス
キ
ア
さ
ん
と

ジ
ャ
ニ
ー
ン
・
エ
リ
ボ
ー
さ
ん

を
は
じ
め
、
同
市
議
会
議
員
、

著
名
文
化
人
な
ど
が
参
列
し

た
。
通
り
名
は
、
バ
ワ
リ
ー
交

差
点
に
従
来
の
グ
レ
ー
ト
・
ジ

ョ
ー
ン
ズ
通
り
の
道
路
標
識
と

併
設
さ
れ
て
お
り
、
ラ
フ
ァ
イ

エ
ッ
ト
通
り
は
従
来
通
り
の
標

識
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で

改
称
で
は
な
く
併
設
と
な
る
。　
　

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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今
回
は
日
本
の
遺
族
年
金
制

度
の
見
直
し
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
日
本
の
年
金
制
度
で

は
5
年
に
一
度
、
健
康
診
断
の

よ
う
に
制
度
の
持
続
可
能
性
を

点
検
す
る
財
政
検
証
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
年

金
制
度
改
正
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
２
０
２
５
年
は
改
正
の
年

に
あ
た
り
、
特
に
「
遺
族
厚
生

年
金
」
の
制
度
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
遺
族
厚
生
年
金

は
、
働
き
手
で
あ
る
夫
を
亡
く

し
た
妻
や
子
の
生
活
を
支
え
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で

す
。
１
９
９
４
年
に
は
55
歳
以

上
の
夫
も
遺
族
厚
生
年
金
の
対

象
（
受
給
は
60
歳
か
ら
）
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
妻
に
だ

け
「
寡
婦
加
算
」
が
あ
る
な

ど
、
現
行
制
度
で
は
男
女
で
取

り
扱
い
が
異
な
る
点
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
は
女
性
の
就

業
が
進
み
、
共
働
き
世
帯
も
一

般
的
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
改
正
で
は
、
20
代
か
ら
50

代
で
死
別
し
た
子
の
い
な
い
配

偶
者
に
つ
い
て
、
男
女
の
差
を

な
く
し
て
遺
族
厚
生
年
金
を
受

給
で
き
る
仕
組
み
に
見
直
さ
れ

ま
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
次
の
通

り
で
す
（
男
女
共
通
）。

１
．
60
歳
未
満
で
死
別
し
た
場

合
、
原
則
５
年
間
の
有
期
給
付

（
配
慮
が
必
要
な
場
合
を
除
く
）

２
．
遺
族
年
金
請
求
者
の
収
入

要
件（
年
収
８
５
０
万
円
未
満
）

を
廃
止

３
．
遺
族
厚
生
年
金
額
の
増
額

（
現
行
の
約
1
・
３
倍
に
引
き

上
げ
）

　

こ
の
改
正
は
２
０
２
８
年
4

月
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
施
行
直

後
に
原
則
５
年
の
有
期
給
付
の

対
象
と
な
る
の
は
、
18
歳
に
な

っ
た
後
、
最
初
の
3
月
末
ま
で

の
子
（
以
降
は
『
18
歳
年
度
末

ま
で
の
子
』
と
記
し
ま
す
）
が

い
な
い
、
２
０
２
８
年
度
末
時

点
で
40
歳
未
満
の
女
性
で
す
。

な
お
、
20
代
に
つ
い
て
は
現
行

制
度
で
も
５
年
有
期
給
付
が
適

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的

な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
行

直
後
か
ら
妻
を
亡
く
し
た
子
の

い
な
い
男
性
（
20
代
〜
50
代
）

に
つ
い
て
も
、
新
た
に
５
年
間

の
有
期
給
付
を
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
有
期
給
付
が
終
了

し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
障
害
状

態
に
あ
る
方
（
障
害
年
金
受
給

権
者
）
や
収
入
が
十
分
で
な
い

方
等
、
配
慮
が
必
要
な
場
合
は

引
き
続
き
遺
族
厚
生
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
18
歳
年
度
末
ま
で
の
子
が

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子

が
18
歳
年
度
末
に
達
す
る
ま
で

は
現
行
制
度
と
同
様
に
遺
族
厚

生
年
金
を
受
給
で
き
、
さ
ら
に

子
が
18
歳
年
度
末
を
迎
え
た
後

も
追
加
で
５
年
間
の
有
期
給
付

を
受
給
で
き
る
仕
組
み
に
な
り

ま
す
。
加
え
て
、
遺
族
基
礎
年

金
の
「
子
の
加
算
額
」
も
増

額
さ
れ
、
現
行
の
年
間
約
23
・

5
万
円
か
ら
約
28
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
給
付
水
準
が
拡
充

さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
の
見
直
し
の
影

響
を
受
け
ず
、
現
行
通
り
生
涯

に
わ
た
っ
て
遺
族
厚
生
年
金
を

受
給
で
き
る
人
も
い
ま
す
。
対

象
は
、
①
す
で
に
遺
族
厚
生
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
②
60
歳

以
降
に
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
人
③
２
０
２
８

年
度
に
40
歳
以
上
と
な
る
女
性

の
３
つ
で
す
。
特
に
③
に
つ
い

て
は
、
施
行
直
後
に
は
有
期
給

付
の
対
象
外
で
す
が
、
そ
の
後

段
階
的
に
移
行
が
進
み
、
最
終

的
に
は
20
年
か
け
て
５
年
有
期

給
付
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
制
度
改
正

は
一
律
に
適
用
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
世
代
や
年
齢
に
応
じ
て

緩
や
か
に
移
行
す
る
設
計
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
遺
族
年
金

に
残
っ
て
い
た
男
女
差
を
解
消

し
、
現
代
の
社
会
に
合
っ
た
保

障
の
形
に
見
直
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

遺
族
年
金
に
頼
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
年
金
を
基
盤

に
将
来
設
計
を
主
体
的
に
考
え

る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
あ
わ
せ
て
移
行
期
に
は
世

代
ご
と
に
異
な
る
取
り
扱
い
が

併
存
す
る
た
め
、
個
々
の
ケ
ー

ス
ご
と
に
制
度
を
確
認
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。（
海
外
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー　

園
原
昌
代
）

男
女
差
別
を
な
く
す

２
０
２
８
年
か
ら
施
行

遺族年金制度が改正
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ

タ
ウ
ン
で
10
月
22
日
（
水
）、

Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
移

民
・
関
税
執
行
局
）
が
捜
査
官

を
多
数
動
員
し
露
店
を
摘
発
し

た
。
翌
日
の
カ
ナ
ル
通
り
に
は

露
店
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ッ
ト
販
売
の
ヌ
ワ
・

ン
ガ
ム
さ
ん
は
「
許
可
証
も
あ

り
、
違
法
で
は
な
い
の
に
逮
捕

さ
れ
た
友
人
が
い
る
」
と
語
っ

た
。
拘
束
さ
れ
た
の
は
約
17
年

間
営
業
し
て
い
た
友
人
だ
っ

た
。
ン
ガ
ム
さ
ん
は
「
市
民
権

を
示
す
と
解
放
さ
れ
た
。
も
し

違
法
な
ら
怖
い
。
学
校
に
子
ど

も
を
送
っ
て
こ
こ
で
働
い
る
。

一
体
何
が
起
こ
る
の
か
」。

　

現
場
を
目
撃
し
た
市
議
マ
ル

テ
氏
は
「
70
〜
80
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ

捜
査
官
が
市
民
を
強
引
に
拘
束

し
た
。
こ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
10
万
人
規
模
の
抗
議
デ
モ

へ
の
報
復
の
よ
う
に
見
え
た
」

と
批
判
し
た
。

　

今
回
の
捜
査
は
、
模
倣
品
販

売
の
取
り
締
ま
り
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
摘
発

は
主
に
Ｎ
Ｙ
市
警（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）

が
担
当
し
て
お
り
、
連
邦
当
局

が
こ
の
よ
う
な
形
で
介
入
す
る

の
は
異
例
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
取
材
に
対
し
コ
メ

ン
ト
を
控
え
た
が
、
市
警
関
係

者
は
「
事
前
に
通
達
は
な
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

移
民
当
局
が
突
撃
捜
査

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で

露
店
商
に
恐
怖
と
怒
り
広
が
る

海外年金相談センター
市川俊治
園原昌代

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com

日
本
の

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
ク
イ
ー
ン
ズ

選
出
の
進
歩
派
政
治
家
で
、
家

賃
凍
結
、
公
共
住
宅
の
拡
充
、

警
察
予
算
の
再
配
分
と
い
っ
た

政
策
を
掲
げ
、
若
年
層
や
低
所

得
層
を
中
心
に
支
持
を
広
げ
て

い
る
。
一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
や

保
守
的
な
労
働
組
合
は
、
経
済

へ
の
影
響
を
懸
念
し
、
対
抗
候

補
の
ク
オ
モ
氏
や
ス
リ
ワ
氏
を

支
援
す
る
構
図
と
な
っ
て
い

る
。（
１
面
に
記
事
、
写
真
：

wikipedia.org

）

　

市
長
選
で
は
宗
教
・
民
族
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
動
向
も
焦
点

と
な
っ
て
い
る
。
マ
ム
ダ
ニ
氏

が
パ
レ
ス
チ
ナ
系
住
民
の
声
を

代
弁
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
一

部
の
ユ
ダ
ヤ
系
有
権
者
と
の
間

で
緊
張
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

政
治
経
験
や
実
行
力
、
党
内

外
の
抵
抗
と
い
っ
た
課
題
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ム

ダ
ニ
氏
は
、
選
挙
戦
の
争
点
と

し
て
は
「
家
賃
・
生
活
コ
ス
ト

の
抑
制
」「
公
共
交
通
・
保
育

の
無
料
化
」「
進
歩
派
政
策
」

を
提
示
。
若
年
層
・
低
所
得
層

の
支
持
を
背
景
に
現
在
の
市
政

へ
の
不
満
か
ら
「
変
革
」
を
求

め
る
声
は
強
い
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
マ
ム
ダ
ニ
氏
を
「
共
産

主
義
者
」
な
ど
と
批
判
し
、
連

邦
資
金
差
し
止
め
の
可
能
性
を

ち
ら
つ
か
せ
る
な
ど
し
た
が
、

側
近
に
「
マ
ム
ダ
ニ
氏
に
は
勝

て
な
い
」
と
漏
ら
し
た
と
ウ
ォ

ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
10
月
22
日
付
は
報
じ
て
い

る
。
11
月
4
日
の
本
選
で
ど
う

な
る
か
全
米
的
に
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。　

Ｎ
Ｙ
市
長
選
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

マ
ム
ダ
ニ
氏
の
強
み

変
革
求
め
る
声
反
映

https://www.fivelightscenter.com/
http://myriverside.net/home
http://gallerymaxny.com/
mailto:E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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第
31
回
Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ゴ
ル
フ
大
会

鈴木和幸さん2度目の優勝 !
総勢68人がエントリー

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

は
10
月
20
日
（
月
）、「
第
31
回

Ｊ
Ａ
Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
（
主
催
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
系
人
会
、
協
賛
：
Ａ
Ｎ
Ａ
／

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
、
後
援

:
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
、
よ
み
タ
イ

ム
）
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ヘ
ン

プ
ス
テ
ッ
ド
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
」

で
開
催
。総
勢
68
人
が
参
加
し
、

Ａ
Ｎ
Ａ
の
鈴
木
大
輔
米
州
室
長

兼
Ｎ
Ｙ
支
店
長
も
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

午
前
９
時
、
各
自
が
決
め
ら

れ
た
ホ
ー
ル
か
ら
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
す
る
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式

で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
。
ラ
ウ
ン
ド
中
は
時
折
雨
が

降
る
あ
い
に
く
の
空
模
様
だ
っ

た
が
、
プ
レ
ー
に
大
き
な
影
響

は
な
く
、
無
事
に
全
組
が
ラ
ウ

ン
ド
を
終
え
た
。

　

競
技
後
の
表
彰
式
で
は
、
佐

藤
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長
・
大
会
委
員
長

が
参
加
者
お
よ
び
協
賛
企
業
・

個
人
へ
感
謝
の
意
を
示
し
た

後
、
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
Ａ
Ｎ
Ａ
社

の
鈴
木
米
州
室
長
兼
Ｎ
Ｙ
支
店

長
が
挨
拶
、
出
場
者
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

　

６
ホ
ー
ル
を
隠
し
ホ
ー
ル
に

し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
算

出
す
る
ペ
リ
ア
方
式
を
採
用
し

て
順
位
を
決
定
。
元
来
の
実
力

に
加
え
運
も
順
位
に
大
き
く
左

右
す
る
大
会
で
、
鈴
木
和
幸
さ

ん
＝
写
真
①
＝
が
見
事
、
優
勝

の
栄
冠
に
輝
い
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
第
26
回
大
会

（
２
０
１
９
年
）
の
覇
者
で
今

回
は
２
度
目
の
優
勝
。「
調
子

は
悪
く
な
か
っ
た
で
す
が
、
叩

い
た
ホ
ー
ル
が
隠
し
ホ
ー
ル
に

入
り
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
次
回

は
３
勝
目
を
目
指
し
ま
す
！
」

と
笑
顔
で
喜
び
を
語
っ
た
。
鈴

木
さ
ん
に
は
佐
藤
会
長
か
ら
、

優
勝
カ
ッ
プ
と
副
賞
の
「
Ａ
Ｎ

Ａ
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
＝
東
京
往
復
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ス
航
空
券
」
が
贈
ら

れ
た
。

　

２
位
は
花
岡
千
賀
子
さ
ん
＝

写
真
②
＝
。
花
岡
さ
ん
に
は
、

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
（
石
田
圭

子
会
長
）
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
国

内
線
往
復
チ
ケ
ッ
ト
（
ハ
ワ
イ

＆
ア
ラ
ス
カ
を
除
く
48
州
）」

が
、
長
谷
川
大
介
社
長
か
ら
手

渡
さ
れ
た
。

　

３
位
は
高
梨
正
治
さ
ん
＝
写

真
③
＝
が
入
賞
し
た
。

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
男
性
部
門
は

74
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
カ
ー
ク
・

オ
グ
リ
さ
ん
、
女
性
部
門
は
88

で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
花
岡
千
賀
子

さ
ん
が
獲
得
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
４
つ
の
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
、
現
金
１
万
ド
ル

が
当
た
る
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ
ン

賞
（
総
額
４
万
ド
ル
）
が
設
け

ら
れ
た
が
、
該
当
者
な
し
。
ま

た
、
今
年
は
75
歳
以
上
の
「
ス

ー
パ
ー
シ
ニ
ア
」
が
５
人
参
加

2度目の優勝を飾った鈴木さん（右）と佐藤 JAA会長

2位の花岡さん（右）と長谷川 IACE社長3位の高梨さん

＝
写
真
④
＝
。
90
歳
の
白
坂
胖

（
ゆ
た
か
）
さ
ん
も
元
気
に
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

順
位
発
表
と
並
行
し
て
恒
例

の
ラ
ッ
フ
ル
も
開
催
。
豪
華
賞

品
が
多
数
出
品
さ
れ
大
盛
況
。

　

特
賞
の
「
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ

＝
東
京
往
復
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
航
空
券
」
は
志
村
ト
ム
さ
ん

＝
写
真
⑤
＝
が
射
止
め
た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
１
等
は
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ

ト
ラ
ベ
ル
提
供
「
ア
メ
リ
カ
国

内
線
往
復
チ
ケ
ッ
ト
（
ハ
ワ
イ

＆
ア
ラ
ス
カ
を
除
く
48
州
）」

で
、
藤
本
功
さ
ん
＝
写
真
⑥
＝

が
獲
得
し
た
。
参
加
費
の
一
部

と
、
５
３
６
０
ド
ル
に
達
し
た

ラ
ッ
フ
ル
の
売
り
上
げ
は
、
Ｊ

Ａ
Ａ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

活
動
に
充
て
ら
れ
る
。

　

最
後
は
、
シ
ゲ
小
須
田
実
行

委
員
長
が
、
大
会
の
成
果
を
振

り
返
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
意
義
を

強
調
。
次
回
大
会
で
の
再
会
を

誓
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
無
事

に
幕
を
閉
じ
た
。

（
文
・
写
真
：
ケ
ー
シ
ー
谷
口
）

成績上位 20位

鈴
木
Ａ
Ｎ
Ａ
支
店
長
、
ラ
ッ
フ
ル
特
賞
を

獲
得
し
た
志
村
さ
ん
、
佐
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長

ラ
ッ
フ
ル
１
等
を
獲
得
し
た
藤
本
さ
ん

（
右
）
と
長
谷
川
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
社
長

元
気
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

だ
ス
ー
パ
ー
シ
ニ
ア
た
ち

順位 Entry OUT IN Gross HCP Net
1 Suzuki, Kazu 42 42 84 19.2 64.8
2 Hanaoka, Chikako 45 43 88 21.6 66.4
3 Takanashi, Masaharu 51 49 100 31.2 68.8
4 Miyamoto, Iwao 48 50 98 28.8 69.2
5 Yamazaki, Rika 48 53 101 31.2 69.8
6 Noshita, Takafumi 45 49 94 24 70
7 Akimoto, Ryusuke 47 52 99 28.8 70.2
8 Orioli, Jarred 37 43 80 9.6 70.4
9 Roh, Takao 41 40 81 9.6 71.4
10 Fujimoto, Kazuhiko 45 48 93 21.6 71.4
11 Sato, Keita 47 51 98 26.4 71.6
12 Orioli, Frank 42 42 84 12 72
13 Taniguchi, Casey 51 57 108 36 72
14 Hirata, Manpei 46 48 94 21.6 72.4
15 Saito, Yuji 49 50 99 26.4 72.6
16 Morikawa, Tomohiro 43 49 92 19.2 72.8
17 Shimura, Tom 40 43 83 9.6 73.4
18 Izumihara, Ryan 52 48 100 26.4 73.6
19 Shinozaki, Masami 57 60 117 43.2 73.8
20 Won, Chris 42 44 86 12 74
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Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス

は
新
本
社
ビ
ル
（
パ
ー
ク
街

2
７
０
番
地
）
を
10
月
21
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
47
丁
目
と
48

丁
目
の
間
に
建
っ
て
い
る
。

　

総
面
積
は
約
23
万
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
1
万
人
が
勤
務
す
る

予
定
で
あ
る
。
来
訪
者
も
多
数

対
応
で
き
る
世
界
規
模
の
業
務

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
・
チ
ェ
ー
ス

本
社
ビ
ル
が
完
成

　

人
材
サ
ー
ビ
ス
の
ク
イ
ッ
ク

Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
10
月
１
日
付
で
山

田
幸
生
社
長
が
取
締
役
会
長
に

就
任
、
後
任
に
同
日
付
で
、
宮

拠
点
に
な
る
。

　

会
長
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ダ
イ

モ
ン
氏
は
「
２
２
５
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
当
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
に
深
く
根
ざ
し
て
お

り
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社

の
開
設
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

の
重
要
な
投
資
で
あ
る
と
と
も

に
、
世
界
中
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

や
従
業
員
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
の
証
で
す
。
従
業
員
が
活
躍

で
き
る
世
界
ク
ラ
ス
の
環
境
を

創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会

と
世
界
中
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
、
次
世

代
に
わ
た
っ
て
支
え
て
い
き
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　

新
本
社
の
開
設
は
、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
東
部
の
再
開
発
計
画
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
周
辺
地

域
の
歩
行
者
空
間
の
改
善
や
新

た
な
建
設
作
業
の
創
出
な
ど
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
期
待
さ

れ
て
い
る
。

澤
邦
英
氏
＝
写
真
＝
が
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
し
た
と
発
表

し
た
。

　

同
氏
は
就
任
に
あ
た
り
、「
北

米
で
事
業
を
展
開
す
る
日
系
企

業
や
求
職
者
の
皆
様
に
寄
り
添

い
、『
関
わ
っ
た
人
す
べ
て
を

ハ
ッ
ピ
ー
に
』
と
い
う
ク
イ
ッ

ク
グ
ル
ー
プ
の
理
念
を
実
現
し

て
い
く
所
存
で
す
」
と
コ
メ
ン

ト
。
北
米
の
日
系
企
業
や
求
職

者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に

も
力
を
入
れ
る
方
針
。
具
体
的

人
材
サ
ー
ビ
ス
の
ク
イ
ッ
ク

宮
澤
新
社
長
が
着
任

 

Ｎ
Ｙ
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

新
監
査
基
準
を
今
年
の
12
月
15

日
か
ら
導
入
し
な
き
ゃ
な
ら
ん

と
言
っ
て
お
っ
た
が
、
具
体
的

な
導
入
方
法
を
教
え
て
く
れ
ん

か
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣
（
た

て
が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
通
称
、
譲

謙
）
に
お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。

　
「
は
い
、
新
監
査
基
準
は
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
会
計

事
務
所
が
事
務
所
の
リ
ス
ク
を

洗
い
直
し
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所

の
状
況
に
応
じ
て
品
質
管
理
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
を
要
求
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

所
はQuality Objective

（
品

質
目
的
）
を
設
定
し
、
そ
の
目

標
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
特
定
、

評
価
し
、
そ
の
リ
ス
ク
へ
の
対

応
を
策
定
し
ま
す
。
リ
ス
ク
ベ

ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
は
個
別
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
ご
と
で
は
な

く
品
質
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全

体
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
品
質
目

標
と
は
、
会
計
士
が
職
業
的
専

門
家
と
し
て
の
責
任
の
下
に
、

適
切
な
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ
れ

る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
品

質
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
。
こ
の
目
標
は
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
倫
理
要
件
、
業
務
と
受
託

継
続
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
リ
ソ
ー
ス
、

情
報
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に

そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
で

品
質
目
的
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、

監
査
基
準
や
会
計
基
準
に
準
拠

し
て
業
務
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

新
監
査
基
準
の
具
体
的
な
運
用

を
合
理
的
に
保
証
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。」「
具
体
的
は
ど
う

進
め
る
の
じ
ゃ
？
」「
ま
ず
は

事
務
所
の
リ
ス
ク
評
価
を
行

い
ま
す
。
事
務
所
がQuality 

Objective

（
品
質
目
的
）
を

達
成
す
る
こ
と
に
障
害
に
な
り

う
る
よ
う
な
要
素
を
書
き
出
し

ま
す
。
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　

①
事
務
所
の
構
成
要
素
「
サ

イ
ズ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
数
、

事
務
所
の
構
成
、
事
務
所
の
活

動
な
ど
」　

②
事
務
所
の
意
思

決
定
方
法
「
財
務
や
事
務
所

運
営
の
意
思
決
定
方
法
な
ど
」　

③
事
務
所
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル

「
ス
タ
ッ
フ
の
階
層
や
承
認
権

の
付
与
の
仕
方
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
カ

ル
チ
ャ
ー
な
ど
」　

④
事
務
所

の
リ
ソ
ー
ス
「
事
務
所
の
ス
タ

ッ
フ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
や
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
な
ど
」　

⑤
事
務
所

が
準
拠
す
る
べ
き
法
律
、
規
制

や
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
基
準

「
事
務
所
や
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
影
響
を
与
え
る
規
制
や
会

計
基
準
な
ど
」　

⑥
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
事
務
所
が
所
属
し
て
い

る
組
織
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

そ
の
影
響
」　

⑦
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
種
類
「
監
査
、
レ
ビ

ュ
ー
、
コ
ン
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
や
発
行
し
た
レ
ポ
ー
ト

の
使
途
な
ど
」　

⑧
顧
客
の
タ

イ
プ
「
顧
客
の
サ
イ
ズ
や
複
雑

さ
な
ど
」　

⑨
そ
の
他
の
リ
ス

ク
「
そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
じ

ゃ
？
」「
そ
の
後
６
つ
の
プ
ロ

セ
ス
（
①
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
②
倫
理
要
件
、

③
業
務
の
受
託
継
続
、
④
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
⑤
リ
ソ
ー
ス
、
⑥
情
報
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
で
そ

れ
ぞ
れ
の
品
質
目
的
、
品
質
リ

ス
ク
、
リ
ス
ク
の
レ
ベ
ル
、 

対

応
方
法
、
手
続
き
、
責
任
者
、

テ
ス
ト
の
実
施
時
期
、
報
告
者

な
ど
を
文
書
化
し
て
い
き
ま

す
。」「
そ
の
他
に
も
何
か
あ
る

の
か
？
」「
そ
の
他
に
新
た
に

増
え
た
主
な
手
続
き
や
書
類
は

次
の
通
り
で
す
。

　
（
１
）
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ポ
リ
シ
ー
の
作
成
、（
２
）
事

務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
品
質
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
の

参
加
、（
３
）
デ
ー
タ
保
護
に

関
す
るAcknowledgement

、

（
４
）
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
サ
マ

リ
ー
、（
５
）
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
評
価
、（
６
）
Ｑ

Ｍ
シ
ス
テ
ム
が
目
標
を
達
成
で

き
た
か
の
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
の
年
次
宣
誓
書
な
ど
で

す
。」「
よ
く
わ
か
っ
た
。
経
理

部
に
言
っ
て
お
く
。
あ
り
が

と
う
。」
米
国
公
認
会
計
士
齊

藤
事
務
所
（Saito LLP

）：
齊

藤
幸
喜(www.saitollp.com, 

info@saitollp.com)

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
10
月

４
日
（
土
）
に
チ
ェ
ー
ン
飲
食

店
に
対
し
高
糖
分
メ
ニ
ュ
ー
へ

の
警
告
表
示
を
義
務
付
け
る
全

米
初
の
制
度
を
導
入
し
た
。

　

追
加
さ
れ
た
砂
糖
量
が
一
品

あ
た
り
50
グ
ラ
ム
以
上
の
場
合

に
対
象
と
な
り
「
１
日
の
推
奨

上
限
」に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。

　

表
示
は
三
角
形
の
印
に
ス
プ

ー
ン
で
砂
糖
を
描
き
市
内
お
よ

そ
４
０
０
０
店
舗
が
導
入
対
象

と
な
る
見
込
み
。
違
反
し
た
店

舗
に
は
２
０
０
ド
ル
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
。
市
は
10
年
前
に

塩
分
警
告
を
導
入
し
て
お
り
、

今
回
も
健
康
的
な
選
択
を
促
す

狙
い
。
専
門
家
は
効
果
を
疑
問

視
し
、
文
字
で
明
示
す
べ
き
と

指
摘
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る

が
、
市
民
か
ら
は
「
情
報
が
増

え
る
の
は
良
い
」「
食
の
意
識

が
変
わ
る
か
も
」
と
歓
迎
す
る

意
見
も
あ
り
、
反
応
は
分
か
れ

て
い
る
。
市
は
今
後
、
改
善
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市　

砂
糖
警
告
表
示
を
導
入

に
は
求
職
者
の
可
能
性
の
最
大

化
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ

ー
カ
ル
戦
略
の
融
合
、
北
米
日

系
社
会
の
活
性
化
へ
の
貢
献
を

目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
宮
澤
新

社
長
は
、
２
０
１
５
年
に
ク
イ

ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
入
社
。
営
業
職

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
拠
点
長
、

東
海
岸
責
任
者
を
歴
任
後
、
全

米
統
括
責
任
者
と
し
て
戦
略
策

定
、
組
織
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
管
理
に

従
事
。
組
織
拡
大
と
体
制
強
化

を
牽
引
。
10
月
よ
り
現
職

　

瞑
想
マ
ス
タ
ー
の
ヨ
グ
マ
タ

相
川
圭
子
さ
ん
の
法
話
会
（
ダ

ル
シ
ャ
ン
）
と
ク
リ
ヤ
瞑
想
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
９
日（
日
）

正
午
か
ら
、
ク
リ
ヤ
瞑
想
が
午

後
２
時
か
ら
、
瞑
想
秘
法
伝
授

が
午
後
４
時
か
ら
開
催
さ
れ

る
。
ヨ
グ
マ
タ
さ
ん
は
、
イ
ン

ド
の
修
行
僧
の
頂
点
と
さ
れ
る

難
行
の
サ
マ
デ
ィ
に
達
し
、
ヨ

ガ
と
瞑
想
の
究
極
を
極
め
た
指

導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
法
話

会
の
参
加
は
無
料
。
瞑
想
は
有

料
。
詳
細
は
本
紙
今
週
号
20
面

の
広
告
参
照
。
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルchida@science.ne.jp

ヨ
グ
マ
タ
さ
ん
９
日

Ｊ
Ａ
Ａ
で
瞑
想
講
演

http://kkobo.com/
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
mailto:info@saitollp.com
mailto:info@saitollp.com
mailto:info@saitollp.com
mailto:chida@science.ne.jp
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 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（５）

　
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
ヘ
ル
ニ
ア
と
言

わ
れ
、
手
術
を
勧
め
ら
れ
た
。

で
も
怖
く
て
決
断
で
き
な
い
」

　
「Hip replacement

を
勧

め
ら
れ
た
け
ど
、
日
本
語
も
通

じ
な
い
病
院
で
本
当
に
大
丈

夫
？
」

　

そ
ん
な
不
安
を
抱
え
て
相

談
に
来
る
方
が
、
近
年
と
て

も
増
え
て
い
ま
す
。
た
し

か
に
、
手
術
に
よ
るSpinal 

Decompression

（
脊
椎
減
圧

術
） 

や
関
節
置
換
手
術
な
ど
は

保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、Non-Surgical 

Spinal Decompression

（
非

手
術
的
脊
椎
減
圧
治
療
）
の
よ

う
な
「
体
へ
の
負
担
を
抑
え
な

が
ら
根
本
的
な
改
善
を
目
指
す

治
療
」
は
、
保
険
の
対
象
外
で

す
。

　

保
険
が
き
く
か
ど
う
か
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
大
き
な
判

断
材
料
で
す
が
、
保
険
治
療
は

「
急
性
の
症
状
を
緩
和
す
る
」

こ
と
を
目
的
に
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
体
の
使
い
方
の
癖
や

そ
の
治
療
、「
保
険
が
き
く
か
ど
う
か
」
で
選
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
手
術
し
か
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
決
断
の
そ
の
前
に

筋
肉
・
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
、
根
本
原
因
を
整
え
る
ケ
ア

は“

長
期
的
な
健
康”

と
い
う

視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
手
術
が
最
善
と

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、「
手
術
を
し
な
い
で
も
治

る
選
択
肢
」
が
あ
る
と
し
た

ら
？

　

あ
な
た
の
身
体
と
生
活
に
と

っ
て
、ど
ち
ら
が
よ
り
自
然
で
、

安
心
で
き
る
道
で
し
ょ
う
か
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、
松
田

常
葉
会
長
）
は
、
本
年
９
月
、

第
53
回
年
次
展
覧
会
を
開
催

し
、
メ
イ
ン
の
展
示
作
品
と
は

別
に
、
出
店
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ

手
頃
な
価
格
で
来
場
者
が
購
入

で
き
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
小
作
品

も
出
品
し
た
。

　

こ
の
小
作
品
展
は
、

２
０
２
４
年
に
起
き
た
能
登
半

島
地
震
被
害
者
支
援
の
た
め
に

実
施
し
、
１
点
２
０
０
ド
ル

以
下
の
価
格
と
し
、
合
計
で

１
７
６
１
ド
ル
の
売
り
上
げ
が

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
手
数
料
を
引

い
た
金
額
の
50
％
に
あ
た
る 

８
８
０
ド
ル
50
セ
ン
ト
を
寄
付

の
た
め
、
北
國
銀
行
県
庁
支
店

の
「
石
川
県
令
和
6
年
能
登
半

島
地
震
義
援
金
」
口
座
に
送
金

し
た
。
残
り
50
％
は
出
展
作
家

に
支
払
わ
れ
た
。

　

同
会
松
田
会
長
は
「
お
買
い

上
げ
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
よ

び
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
に

出
展
し
た
ア
ー
チ
ス
ト
に
感
謝

い
た
し
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

能
登
半
島
地
震
被
害
者
へ
寄
付

展
覧
会
の
収
益
の
一
部

　

や
っ
と
の
思
い
で
今
年
の
10

月
2
日
も
無
事
に
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
第
13
回
のKajiki's 

Show

が
終
了
し
ま
し
た
。
日

本
の
全
国
か
ら
総
勢
60
名
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
旅
立
ち
1
日
だ

け
の
公
演
に
全
熱
量
を
込
め
て

の
出
演
で
す
。
歌
、
踊
り
、
太

鼓
、
地
域
祭
り
、
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
、
バ
レ
リ
ー
ナ
、
様
々
の

演
目
で
約
８
分
間
11
組
が
ス
ピ

ー
ド
良
く
次
々
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
く
シ
ョ
ー
で

す
。
ま
ず
は
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
が

着
物
、
着
物
ド
レ
ス
、
ア
ニ
メ

コ
ス
プ
レ
、
和
太
鼓
衣
装
や
和

尚
、
子
供
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な

ど
摩
訶
不
思
議
に
進
ん
で
い
き

ま
す
。
そ
こ
に
現
地
の
イ
ザ
ベ

ラ
率
い
る
バ
レ
リ
ー
ナ
チ
ー
ム

や
司
会
者
の
西
岡
舞
と
元
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
出
演
者
ま
で
が
加

わ
り
、
ま
さ
に
不
思
議
な
日
本

の
出
し
物
に
な
り
ま
し
た
。
お

客
様
は
ほ
ぼ
満
杯
で
そ
の
半
数

は
地
元
の
米
国
人
や
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
の
方
々
や
韓
国
の
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

米
国
人
の
方
は
ノ
リ
も
良
く
て

拍
手
と
歓
声
が
沸
き
出
演
者
も

満
足
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お

客
様
は
招
待
制
度
な
の
で
ど
こ

か
温
か
く
見
て
く
だ
さ
る
の
が

救
い
で
す
ね
。
し
か
し
個
人
の

結
集
と
は
言
え
こ
の
日
の
2
時

間
の
為
に
皆
さ
ん
旅
費
や
参
加

費
も
総
勢
４
、５
千
万
円
を
掛

け
る
わ
け
で
す
が
ア
メ
リ
カ
の

貨
幣
価
値
か
ら
見
る
と
大
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
朝

に
普
通
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
朝
食

を
取
り
そ
の
物
価
の
高
さ
に
ビ

ッ
ク
リ
で
し
た
ね
。
あ
っ
と
言

う
間
に
円
安
の
時
代
に
な
り
日

本
人
の
旅
行
者
も
少
な
く
な
っ

て
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
へ
帰

る
飛
行
機
は
外
国
人
で
満
杯
で

す
か
ら
円
安
の
良
さ
は
そ
う
い

う
事
か
と
実
感
し
ま
す
。
今
回

は
私
の
故
郷
か
ら
９
チ
ー
ム
の

う
ち
の
４
チ
ー
ム
が
公
演
し
ま

し
た
。祭
り
コ
ス
プ
レ
シ
ョ
ー
、

太
鼓
御
詠
歌
、
キ
ッ
ズ
ブ
レ
イ

ク
ダ
ン
ス
、
昭
和
歌
謡
シ
ョ
ー

カ
ー
ネ
ギ
ー
公
演
無
事
終
了

今
度
は
来
年
２
月

77

な
ど
で
す
。
毎
月
東
京
か
ら
九

州
に
帰
る
よ
う
に
な
っ
て
７
年

近
く
で
や
っ
と
故
郷
か
ら
世
界

へ
の
街
お
こ
し
が
形
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
お
隣
の
街
玄
海
町

の
町
長
脇
山
晋
太
郎
町
長
と
も

2
度
目
の
会
食
を
し
て
玄
海
町

を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
街
へ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
す
。
原

発
の
街
で
有
名
に
な
っ
て
い
る

佐
賀
県
玄
海
町
が
何
と
か
話
題

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
産
直

の
モ
ノ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
唐

津
や
玄
海
町
が
ま
ず
は
毎
年
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ビ
レ
ッ
ジ
に
出
品
し

ま
す
。
Ｋ
Ｊ
の
マ
ー
ジ
ン
は
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
法
で
15
％
。
ダ
イ

レ
ク
ト
に
産
地
と
繋
ぐ
こ
と
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
産
地
の
双
方

に
付
加
価
値
が
生
ま
れ
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

の
日
米
交
流
は
毎
年
カ
ー
ネ
ギ

ー
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

ア
メ
リ
カ
人
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ

ー
イ
ザ
ベ
ラ
が
参
加
し
て
く
れ

ま
す
。
最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

モ
デ
ル
で
も
活
躍
さ
れ
て
て
動

画
で
見
ま
す
が
益
々
活
躍
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。
日
本
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
の
出
演
も
で
す
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
側
と
の
国
際
交
流

に
な
れ
ば
有
り
難
い
も
の
で

す
。

　

世
界
で
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

て
約
20
年
間
。
や
っ
と
そ
の
形

が
色
ん
な
意
味
で
こ
ち
ら
の
思

う
際
交
流
と
な
り
活
発
に
な
り

ま
し
た
。
次
は
来
年
２
月
24
日

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
の
公

演
。
す
で
に
そ
れ
に
向
け
て
の

準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
て
ま
す
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
に
お
目
に
か
か
る
の
が
楽
し

み
で
す
ね
。　

 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

https://giip-global.com/ja/
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://qbhouseusa.com/
https://mbp-japan.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.uemurachiropractic.com
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たちの目の輝きが違います。ぜひ一度ご見学下さい。

途中入園についてのお問い合わせ、また園見学ご希望
の場合は園にご連絡ください。

資料請求先： Tel: 914-949-0067
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ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
の
北

側
、
ウ
エ
ス
ト
ハ
リ
ソ
ン
の
小

さ
な
湖
「
シ
ル
バ
ー
レ
イ
ク
」

近
く
に
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ブ

ラ
ジ
ル
料
理
の
店
「
ア
ク
ア
・

リ
オ
」
は
１
９
９
３
年
創
業
。

移
り
変
わ
り
が
激
し
い
Ｎ
Ｙ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
で
、
同
じ
場

所
で
30
年
以
上
営
業
し
続
け
て

い
る
事
実
は
、
こ
の
店
が
い
か

小
さ
な
湖
の
近
く
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
を
堪
能
た
際
に
、
醤
油
や
味
噌
は
使
わ

な
い
の
に
、
な
ぜ
か
日
本
人
の

口
に
合
う
な
ぁ
と
実
感
し
た
記

憶
が
あ
る
。
当
時
を
懐
か
し
ん

で
「
ア
ク
ア
・
リ
オ
」
で
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
定
番
料
理
を
堪
能
し

て
き
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
座
る
と
パ
ン
と

一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
チ
ョ

リ
ソ
ー
は
ピ
リ
ッ
と
ス
パ
イ
ス

が
効
い
て
美
味
し
い
。
ま
ず
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
味
噌
汁
と
も
言

え
る
ス
ー
プ
「
カ
ル
ド
・
ヴ
ェ

ル
デ
」（
４
ド
ル
50
セ
ン
ト
）

を
オ
ー
ダ
ー
。
ポ
テ
ト
ベ
ー
ス

に
千
切
り
に
し
た
青
菜
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
た
こ
の
ス
ー
プ
の
味

付
け
は
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
塩

と
先
述
の
チ
ョ
リ
ソ
ー
だ
け
。

シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い
な
が
ら
深

み
が
あ
り
、
ス
ー
プ
と
は
言
え

食
べ
応
え
が
あ
っ
て
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
料
理
の
真
髄
と
も
言
え
る

一
品
だ
。

Aquario Restaurant
141 Lake St. West Harrison
毎日ランチ 12:00～ 15:00、
ディナー 17:00～ 22:30

www.aquariony.com

に
地
元
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
か

の
証
と
も
言
え
よ
う
。

　

基
本
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理

は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
よ
う
な
手

の
込
ん
だ
ソ
ー
ス
を
使
わ
ず

に
、
新
鮮
な
シ
ー
フ
ー
ド
と
長

閑
な
農
場
で
育
っ
た
家
畜
の
持

ち
味
を
活
か
し
た
、
と
て
も
シ

ン
プ
ル
な
料
理
だ
。
ひ
と
昔
前

に
ポ
ル
ト
ガ
ル
各
地
を
旅
行
し

■ハドソンバレー・レストランウィ
ーク
　秋のハドソンバレー・レストラン
ウィークを 9日（日）まで開催中。
お気に入りのレストランを訪れる
もよし、新しいお店に挑戦するもよ
し。参加レストランは１００軒以上、
25 ドル、30 ドル、40 ドル、45 ド
ルのいずれかでプリフィックスのラ
ンチ・ディナーが楽しめる（価格
は参加レストランによって異なる）。
詳 細 は https://hvmag.com/events/
restaurant-week/
■フォール・フォリアージュ・フロ
リック
　ヨンカースの南、リバーデール地
区にある公園「ウェーブヒル」で開
催される秋を満喫するイベント。「ウ
ェーブヒル」はハドソン川を見下ろ
す斜面にあり、対岸のパリセーズの
紅葉を一望に臨める。渡り鳥を探す
バードウォッチングや、公園内の樹
木や、植物の記録方法を学んだり、
色とりどりの葉っぱを使ったオリジ
ナルのワックスキャンドル作り、巨

大な落ち葉の山で思いっきり遊ぶな
ど、子供から大人まで楽しめる様々
なプログラムが用意されている。会
期は８日（土）と９日（日）の 2日
間、午前 10時から午後 5時半まで。
参加料２ドル（全てのアクティビテ
ィ参加費を含む）。Wave Hill (4900 
Independence Ave. Bronx)www.
wavehill.org/calendar/fall-foliage-
frolic
■ホリデー・トレイン・ショー
　今年で５年目を迎えるチャパクア
のトレインショー。今年は「ポーラ
ーエクスプレス」や「サンタのホリ
デートレイン」などの定番展示に
加え、「レゴで巡る世界旅行」をは
じめとする新ブースが登場する。他
に列車をテーマにした宝探しゲー
ム、工作コーナーや実際に触って遊
べる列車模型のアクティビティルー
ム、記念撮影にぴったりのミニチュ
ア機関車もあり、子供から大人まで
列車ファンを楽しませてくれる。会
場のホレス・グリーリー邸の各部屋
はホリデー向けに装飾され、雰囲気

を盛り上げる。会期は 22 日（土）か
ら１月３日（土）まで。入場料は大人
15 ドル（会員は 10 ドル）、子供８ド
ル。New Castle Historical Society (100 
King St. Chappaqua)https://newcastlehs.
org/exhibits/the-great-holiday-train-
show-2025/
■ホリデー・メーカーズ・マーケット
　タリータウン郊
外の邸宅美術リン
ドハーストは普段
からクラシックな
インテリアで来場
者を魅了している
が、ホリデーシー
ズンを前に更にパ
ワーアップ。数十
本のクリスマスツ
リーと、邸宅の元
所有者であるグールド家が所有してい
た、普段は目にすることのできない貴重
な品々が展示される。また、28日（土）
と 29 日（日）の２日間のみ、地元の職
人たちが手掛けた品々が並ぶ、ホリデ
ー・マーケットを開催。馬車小屋とテン
トには手作りのジュエリーやアクセサリ
ー、こだわりの食品や飲み物、個性的な
ホームグッズ、スキンケア製品など、バ
ラエティ豊かな商品が所狭しと並ぶ。時
間は午前９時半から午後４時半まで。入
場料は邸宅見学とマーケットのセット
が 30 ドル（６歳から 16 歳 20 ドル、
５歳以下無料）、マーケットのみ 10 ド
ル（５歳以下無料）。Lindhurst (635 S. 
Broadway, Tarrytown)https://lyndhurst.
org/events/holiday-opening/
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イ
ベ
ン
ト
情
報

　

前
菜
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
直
送

の
イ
ワ
シ
の
グ
リ
ル
「
サ
ル
デ

ィ
ー
ニ
ャ
ス
・
ア
サ
ー
ダ
ス
」

（
９
ド
ル
）、「
地
中
海
産
タ
コ

の
ブ
ロ
イ
ル
」（
13
ド
ル
50
セ

ン
ト
）、「
リ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
白

ワ
イ
ン
蒸
し
」（
10
ド
ル
50
セ

ン
ト
）、「
ト
ラ
ウ
ト
の
ス
モ
ー

ク
」（
10
ド
ル
）。
ど
の
皿
も
前

菜
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
ボ
リ
ュ

ー
ム
た
っ
ぷ
り
。

　

主
菜
一
品
目
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

風
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
の
「
マ
リ
ス

カ
ー
ダ
」（
24
ド
ル
95
セ
ン
ト
）。

エ
ビ
や
ロ
ブ
ス
タ
ー
、ホ
タ
テ
、

ハ
マ
グ
リ
、
ム
ー
ル
貝
な
ど
の

魚
介
類
を
ト
マ
ト
ベ
ー
ス
で
煮

込
ん
だ
料
理
で
、
銀
色
の
お
鍋

で
供
さ
れ
る
。
二
品
目
は
豚
ロ

ー
ス
肉
と
ア
サ
リ
の
炒
め
物

「
ア
レ
ン
テ
ジ
ャ
ー
ナ
」（
19
ド

ル
）。
リ
ス
ボ
ン
の
東
南
に
広

が
る
ア
レ
ン
テ
ー
ジ
ョ
地
方
の

料
理
で
、
白
ワ
イ
ン
と
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
、
唐
辛
子
の
ス
パ
イ

ス
「
ピ
リ
ピ
リ
」
な
ど
で
マ
リ

ネ
し
た
豚
肉
を
使
用
し
、
必
ず

サ
イ
ド
に
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
か

ベ
イ
ク
ド
ポ
テ
ト
が
添
え
ら
れ

る
。

　

４
人
で
全
部
平
ら
げ
て
満
腹

の
お
腹
を
ポ
ン
ポ
ン
し
て
い
る

と
こ
ろ
へ
ウ
ェ
イ
タ
ー
氏
が
今

日
の
デ
ザ
ー
ト
を
並
べ
た
大

き
な
ト
レ
イ
を
持
っ
て
来
る
。

「
も
う
入
り
ま
せ
ん
、
ご
め
ん

な
さ
い
」
と
言
う
と
、
締
め
の

フ
ル
ー
ツ
（
今
回
は
ブ
ド
ウ
）

が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
て
デ
ィ
ナ
ー

終
了
。
日
曜
日
の
晩
の
「
ア
ク

ア
・
リ
オ
」
は
家
族
連
れ
や
年

配
夫
婦
で
ほ
ぼ
満
席
。
ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の
魚
介
料
理
と
肉
料

理
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で

楽
し
め
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

サ
ー
ビ
ス
。
こ
の
店
が
30
年
以

上
も
愛
さ
れ
て
い
る
理
由
を
し

み
じ
み
実
感
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ

ル
料
理
未
体
験
の
人
は
是
非
一

度
「
ア
ク
ア
・
リ
オ
」
へ
！

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
https://www.jwsny.org/pdfs/document/2026setsumeikai.pdf
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
http://www.aquariony.com
https://hvmag.com/events/restaurant-week/
www.wavehill.org/calendar/fall-foliage-frolic
https://newcastlehs.org/exhibits/the-great-holiday-train-show-2025/
https://lyndhurst.org/events/holiday-opening/
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日
本
国
内
は
新
政
権
の
発
足

に
よ
り
国
内
の
全
体
で
７
割
が

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
（
新
政

権
支
持
率
に
よ
る
）。
私
も
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
「
期
待
」
し

て
い
る
一
人
で
す
。
新
政
権
の

取
り
組
む
優
先
課
題
の
順
位
は

「
①
物
価
高
・
賃
上
げ
対
策
」「
②　

社
会
保
障
改
革
」「
③
防
衛
・

経
済
安
全
保
障
の
強
化
」「
④　

政
治
改
革
と
行
政
透
明
化
」「
⑤　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
の
再

構
成
」「
⑥
デ
ジ
タ
ル
・
地
方

創
生
・
働
き
方
改
革
の
調
和
」。

や
は
り
、
こ
の
中
で
介
護
政
策

を
主
題
と
し
て
考
え
て
い
る
私

と
し
て
一
番
気
に
な
っ
た
も
の

は
、
優
先
順
位
で
は
６
番
目
の

中
で
も
そ
の
一
部
で
す
が
、「
働

き
方
改
革
の
調
和
」
で
す
ね
。

こ
れ
を
さ
ら
に
、
少
し
掘
り
下

げ
る
と
、「
働
き
た
い
人
が
働

け
る
社
会
」と
い
う
視
点
か
ら
、

働
き
方
改
革
を
「
抑
制
か
ら
選

択
へ
の
転
換
」
と
い
う
言
葉
が

グ
ッ
と
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
毎
年
、
日
本
の
労
働
人
口

は
約
20
か
ら
30
万
人
減
っ
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、「
残
業

す
る
な
」「
休
暇
を
取
れ
」「
仕

事
以
外
の
生
き
甲
斐
を
持
て
」

「
被
扶
養
者
は
１
０
３
万
円
以

上
の
収
入
を
得
た
ら
ペ
ナ
ル
テ

ィ
（
の
よ
う
な
）
制
度
」
な

ど
、
ま
る
で
「
働
く
こ
と
は
悪

だ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
国
の

方
向
性
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
減
っ
た
労
働
者
を
ど
う
補

う
か
と
い
え
ば
「
外
国
人
」
で

す
よ
。
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な

い
。「
共
生
社
会
」
と
い
う
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
世
論
を
ば
っ
こ

し
、
な
ん
だ
か
い
た
た
ま
れ
な

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
確
か
に
私
の
ブ
ロ

グ
で
も
「
来
る
べ
き
共
生
社
会

を
ど
う
生
き
抜
く
か
」
と
い
う

よ
う
な
是
正
す
る
も
の
も
だ
い

ぶ
ん
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
で
も
、
な
ん
と
な
く
、「
今

の
働
き
方
改
革
で
は
ど
こ
か
で

ス
タ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
」
そ
ん

な
気
持
ち
で
し
た
。
改
め
て
、

「
働
く
こ
と
の
抑
制
か
ら
選
択

へ
の
転
換
」
を
さ
ら
に
掘
り
下

げ
ま
す
。
新
政
権
首
相
の
所
信

表
明
演
説
の
中
に
「
短
時
間
労

働
・
兼
業
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
就
労
支

援
の
推
進
し
、
Ｄ
Ｘ
産
業
や
介

「
働
か
さ
れ
る
社
会
」
か
ら

「
働
く
自
由
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
へ

護
・
教
育
分
野
に
人
材
を
再
配

置
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
労
働
人

口
の
減
少
を
補
い
な
が
ら
生
産

性
を
上
げ
る
構
造
変
化
を
目
指

す
」
と
は
っ
き
り
と
「
介
護
」

が
含
ま
れ
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
も
う
期
待
し
か
な
い

で
す
。

　

具
体
的
に
首
相
は
就
任
直
後

の
２
０
２
５
年
10
月
21
日
に
、

厚
生
労
働
省
へ
労
働
時
間
上
限

規
制
の
緩
和
、
現
在
の
残
業
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
ま
で

の
上
限
を
見
直
し
、「
健
康
維

持
と
本
人
の
選
択
を
前
提
に
、

柔
軟
に
働
け
る
制
度
」
に
変
え

る
方
針
と
の
こ
と
。背
景
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
残
業
禁
止
・
休

暇
取
得
推
奨
」
路
線
が
、
結
果

的
に
労
働
意
欲
の
あ
る
人
の
機

会
を
奪
っ
て
い
た
と
い
う
反
省

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
新
政

権
で
は「
働
い
て
働
い
て
働
く
」

と
い
う
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
自
由
な
労
働
選
択
を
認

め
、
個
人
の
裁
量
で
多
く
働
け

る
仕
組
み
を
作
る
姿
勢
が
明
確

と
な
り
そ
う
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

「
年
収
の
壁
」
の
引
き
上
げ
で

就
労
制
限
を
撤
廃
へ
。
パ
ー
ト

や
主
婦
層
、
高
齢
者
が
社
会
保

険
料
や
税
金
を
気
に
せ
ず
働
き

や
す
く
な
り
、
長
年
の
就
労
抑

止
構
造
に
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
、
経
営
者
も
ほ
っ
と
胸
を
撫

で
下
ろ
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、
副
業
・
兼
業
・
裁
量
労

働
制
の
拡
大
で
、
自
ら
時
間
を

管
理
で
き
る
専
門
職
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
的
働
き
方
を
支
援
、「
収

入
を
増
や
し
た
い
人
が
働
く
↓

課
税
・
社
会
保
険
増
↓
社
会
保

障
を
支
え
る
」
と
い
う
循
環
構

造
を
作
り
、こ
の
政
策
に
は「
働

か
さ
れ
る
社
会
」
か
ら
「
働
く

自
由
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
へ

と
い
う
理
念
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
政
府
が
進
め
た

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

「
残
業
ゼ
ロ
社
会
」「
休
暇
消
化

奨
励
」
は
、
結
果
的
に
、
働
き

た
い
人
が
働
け
な
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

新
政
権
は
、「
選
択
肢
の
多
様

化
」
と
「
責
任
あ
る
働
き
方
」

の
双
方
を
掲
げ
、
経
済
と
個
人

の
幸
福
を
結
び
つ
け
る
「
働
き

方
改
革
第
二
章
」
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
つ
ま

り
、こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
は
、

「
働
き
た
い
人
が
時
間
や
税
制

に
縛
ら
れ
ず
働
け
る
」「
年
収

の
上
限
を
気
に
せ
ず
収
入
を
伸

ば
せ
る
」「
副
業
・
兼
業
で
新

た
な
可
能
性
を
広
げ
る
」

こ
の
３
本
柱
の
改
革
に
よ
っ

て
、
外
国
人
労
働
力
に
全
面
依

存
せ
ず
と
も
国
内
人
材
が
最
大

限
活
か
せ
る
社
会
構
造
に
変
わ

る
見
通
し
で
す
。

　

こ
れ
ま
で「
働
く
こ
と
が
悪
」

と
さ
れ
て
き
た
流
れ
が
よ
う
や

く
見
直
さ
れ
、
今
後
は
「
働
く

こ
と
が
尊
い
・
選
べ
る
」
時
代

へ
と
動
き
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
介
護
で
働
く
人
」
も
こ
こ
数

年
の
急
な
減
少
か
ら
、「
介
護

関
係
人
口
」
の
増
加
へ
期
待
が

持
て
る
そ
ん
な
政
権
発
足
、
所

信
表
明
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

MEN’S COLUMN
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斬
新
な
「
芸
者
ブ
ー
ツ
」
を
考
案

ファッションデザイナー

Asatoさん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

Ａ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ
こ
と
北
村
元
統

（
き
た
む
ら
・
あ
さ
と
）
さ
ん

（
29)

は
、
幼
少
期
よ
り
、
母
・

祖
母
・
叔
母
と
い
っ
た
女
性
た

ち
の
手
仕
事
や
感
性
に
囲
ま

れ
、
感
情
と
造
形
が
結
び
つ

く
環
境
で
育
っ
た
。
家
の
中

に
は
常
に
着
物
や
仏
具
な
ど

が
あ
り
、
思
春
期
の
自
己
の

確
立
の
中
で
の
家
族
と
の
確

執
や
葛
藤
を
乗
り
越
え
て
き

た
。
２
０
１
４
年
に
上
京
し
、

東
京
モ
ー
ド
学
園
で
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
を
学
び
、
17
年
に
は
ロ

ン
ド
ン
へ
渡
り
、MICHIKO 

KOSHINO

で
の
デ
ザ
イ
ン
経

験
や
、
パ
リ
で
の
研
修
を
通
し

て
国
際
的
な
感
覚
を
養
っ
た
。

　

18
年
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
、3.1 Phillip Lim 

や MELITTA BAUMEISTER 

な
ど
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
経

験
を
積
み
、
22
年
、
パ
ー
ソ
ン

ズ
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

後
に
自
身
の
名
を
冠
し
た
ブ
ラ

ン
ド 

「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」 

を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
立
ち
上
げ
た
。
ブ

ラ
ン
ド
は
「
人
間
の
不
完
全
さ

に
美
を
見
出
す
」
と
い
う
哲
学

に
据
え
、
孤
独
や
不
安
に
そ
っ

と
寄
り
添
う
よ
う
な
「
感
情
の

装
置
」
と
し
て
の
衣
服
を
提
案

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
で

の
ラ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ョ
ー
に
も
参

加
す
る
な
ど
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
頭
角
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
彼
が
日
本
の
下
駄
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
の
が
歯

の
あ
る
ブ
ー
ツ
、名
付
け
て「
芸

者
ブ
ー
ツ
」
だ
。
重
心
の
か
け

具
合
で
前
の
歯
が
外
れ
る
難
点

を
素
材
の
工
夫
で
克
服
し
て
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
も
フ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
。

　
「
私
は
今
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
し
な
が
ら
も
、
日
本

人
で
あ
る
こ
と
の
意
味
と
恩
恵

を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
日
本
の
伝
統
産
業
や
職

人
技
、
そ
し
て
精
神
性
の
美
し

さ
を
、
世
界
に
向
け
て
『
売
れ

る
形
』
で
伝
え
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語

る
。
石
川
県
出
身
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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い
よ
い
よ
11
月
、
肌
寒
さ
も

増
し
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
季

節
で
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
向

け
て
忙
し
い
な
が
ら
も
楽
し

い
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
ね
。
さ
て
今
回
は
健
康

の
象
徴
オ
レ
ン
ジ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
を
食
べ
る
こ
と

は
健
康
の
喜
び
を
味
わ
う
こ

と
」
と
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
療
法

家
モ
ー
リ
ス
・
メ
ッ
セ
ゲ
氏
が

表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
る

で
太
陽
の
よ
う
な
オ
レ
ン
ジ

は
心
身
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
栄

養
を
与
え
、
心
を
明
る
く
元
気

に
し
ま
す
。
11
月
か
ら
春
に
か

け
て
多
く
の
種
類
の
オ
レ
ン

ジ
は
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
精
油
は
皮
を
圧
搾
し
て
採

ら
れ
黄
色
か
ら
オ
レ
ン
ジ
色

の
美
し
い
色
で
す
。
代
表
的
な

ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
は
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の

香
り
、
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ

は
よ
り
フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り

で
心
地
良
い
甘
さ
を
感
じ
ま

す
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
産
の
ワ

イ
ル
ド
オ
レ
ン
ジ
は
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
や
ト
ロ
ピ
カ
ル

フ
ル
ー
ツ
様
の
ト
ッ
プ
ノ
ー

ト
を
感
じ
る
ユ
ニ
ー
ク
で
人

気
の
あ
る
香
り

で
す
。
皮
の
薄

い
み
か
ん
マ
ン

ダ
リ
ン
は
フ
レ

ッ
シ
ュ
感
は
少

な
い
け
れ
ど
も

甘
味
が
強
く
癖

の
あ
る
持
続
性

の
良
い
香
り
で

す
。
マ
ン
ダ
リ

ン
よ
り
大
き
め
の
タ
ン
ジ
ェ

リ
ン
は
よ
り
軽
い
香
り
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

甘
い
香
り
は
神
経
の
緊
張
を

和
ら
げ
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
と
元

気
を
も
た
ら
し
、
心
に
喜
び
、

脳
に
満
足
感
を
与
え
ま
す
。
安

眠
、
消
化
促
進
、
末
梢
毛
細
血

管
の
流
れ
を
促
進
、
空
気
清
浄

な
ど
効
能
も
多
く
、
手
頃
な
価

格
も
魅
力
的
な
の
で
気
軽
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ィ

フ
ュ
ー
ザ
ー
や
加
湿
器
で
香

り
を
拡
散
さ
せ
た
り
、
植
物
油

に
混
ぜ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
使

う
な
ど
、
こ
の
冬
の
健
康
維
持

に
ど
う
ぞ
オ
レ
ン
ジ
の
香
り

を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com
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 絵・古舘みどり

健
康
の
象
徴　

オ
レ
ン
ジ　

小
児
病
院
の
同
僚
、
シ
ン
シ
ア
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
壁
画
の
前
に
立
つ
久
徳
さ
ん

（
ハ
ー
レ
ム
の
１
２
５
丁
目
と
３
番
街
の
交
差
点
で
10
月
27
日
）

小
児
病
院
と
地
域
社
会
へ

恩
返
し
の
壁
画
描
く

アートセラピスト

久徳 裕子さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ア
ー
ト
セ

ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
活
動
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
久
徳
裕
子
さ
ん

が
、
こ
の
ほ
ど
ハ
ー
レ
ム
の
小

児
病
院
で
職
場
を
共
に
す
る
同

僚
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
手
が
け

た
。
ハ
ー
レ
ム
の
１
２
５
丁
目

と
３
番
街
に
設
置
さ
れ
た
特
設

壁
画
コ
ー
ナ
ー
に
そ
の
絵
は
あ

る
。
作
品
の
モ
デ
ル
は
25
年
間

病
院
で
働
く
同
僚
の
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
シ
ン
シ
ア
さ
ん
。
彼
女
と

は
母
娘
と
呼
び
合
う
関
係
で
働

き
始
め
た
時
か
ら
仲
良
く
さ
せ

て
も
ら
い
、
深
い
尊
敬
と
感
謝

の
気
持
ち
か
ら
作
品
の
モ
チ
ー

フ
に
選
ん
だ
と
い
う
。　

　

大
学
に
通
っ
て
い
た
時
か
ら

壁
画
制
作
に
関
わ
る
こ
と
を
目

標
、
夢
の
一
つ
に
し
て
い
た
と

い
う
久
徳
さ
ん
。「
壁
画
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
ア
ー

ト
で
、
普
通
の
絵
画
と
は
違
う

目
的
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
一
部
に
な
る
ア
ー
ト
を
制

作
す
る
こ
と
に
喜
び
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す
。
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ

ス
ト
と
し
て
ハ
ー
レ
ム
の
小
児

病
院
で
働
き
始
め
て
今
年
で
３

年
に
な
る
。
久
徳
さ
ん
に
と
っ

て
ハ
ー
レ
ム
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

ま
た
人
間
的
に
成
長
、
育
て
て

も
ら
っ
た
大
切
な
思
い
入
れ
の

あ
る
場
所
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
壁
画
は
、
ア
ッ
プ
タ

ウ
ン
・
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ

ル
と
グ
ラ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
ル
壁

画
計
画
の
主
催
で
、
２
年
前
に

応
募
し
て
審
査
を
受
け
て
制
作

し
た
。
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
四
方

ほ
ど
の
与
え
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
１
日
で

描
き
あ
げ
た
と
い
う
。
展
示
は

２
年
間
の
期
限
付
き
。「
取
り

壊
さ
れ
て
も
人
々
の
心
に
刻
ま

れ
、
そ
し
て
そ
の
時
代
や
社
会

を
映
す
。
ハ
ー
レ
ム
の
文
化
や

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
、
そ
し
て
そ

の
美
し
さ
を
作
品
で
表
現
し

て
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
、
も
っ
と

街
を
元
気
に
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
」と
制
作
の
意
図
を
話
す
。

「
モ
デ
ル
の
彼
女
の
頭
に
沢
山

の
花
を
描
い
た
の
は
こ
れ
か
ら

更
に
ハ
ー
レ
ム
と
い
う
地
区
が

美
し
く
素
晴
ら
し
く
繁
栄
、
咲

き
誇
る
よ
う
、
そ
し
て
、
そ
こ

に
働
く
人
達
に
対
し
て
の
賛
辞

と
尊
敬
も
含
め
て
い
る
ん
で

す
」
と
笑
顔
で
語
る
。
10
月
18

日
に
作
品
が
完
成
し
た
時
に
、

シ
ン
シ
ア
さ
ん
の
ご
主
人
が
背

広
姿
で
壁
画
の
前
で
家
族
写
真

を
撮
影
し
て
喜
ん
で
く
れ
た
そ

う
だ
。
数
々
の
展
覧
会
で
賞
を

獲
得
し
て
き
た
久
徳
さ
ん
の
ア

ー
ト
で
社
会
の
絆
を
作
る
活
動

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
だ
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

きゅうとく　　　ひろこ

http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://e-kaigo.net/
https://kj-artist.jp/
http://www.maliliko.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

10
月
12
日
（
日
）
に
フ
ー
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
型
バ
ザ
ー
を
開

催
し
た
。
従
来
の
古
本
や
古
着

を
中
心
と
し
た
バ
ザ
ー
で
は
な

く
、
日
系
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
品

関
連
企
業
が
出
店
す
る
と
い
う

新
た
な
試
み
で
開
催
し
た
。
当

日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
だ
っ

た
が
、
開
始
直
後
か
ら
来
場

者
が
列
を
な
し
、
最
終
的
に

４
０
０
人
以
上
が
訪
れ
た
。
会

場
に
は
大
型
テ
ン
ト
が
２
張
設

置
さ
れ
11
店
舗
が
並
ん
だ
。
来

場
者
の
注
目
を
集
め
て
行
列
が

で
き
た
の
が
、「
子
ど
も
達
が

作
っ
た
手
巻
き
寿
司
を
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

プ
ロ
の
寿
司
職
人
に
よ
る
「
手

巻
き
寿
司
作
り
体
験
コ
ー
ナ

ー
」だ
っ
た
。子
ど
も
達
は
、「
初

め
て
巻
き
寿
司
を
作
っ
た
け
れ

ど
、
う
ま
く
で
き
た
！
」「
う

ま
く
巻
け
た
け
ど
、
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
、
喜
ん
で
く
れ
る

か
な
」
と
、
家
庭
で
の
手
巻
き

寿
司
と
は
ひ
と
味
違
う
特
別
な

体
験
に
笑
顔
で
取
り
組
ん
だ
。

パ
テ
ィ
シ
エ
に
よ
る
ス
イ
ー
ツ

や
料
理
研
究
家
の
惣
菜
・
和
菓

子
、
人
気
店
の
お
弁
当
、
高
級

鮮
魚
・
海
産
物
の
販
売
の
出
店

も
あ
っ
た
。「
食
を
通
じ
て
地

域
と
つ
な
が
る
新
し
い
バ
ザ
ー

は
好
評
だ
っ
た
の
で
、
今
後
も

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
学
園

職
員
は
次
回
へ
の
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

食品祭バザー
NY 育英学園で大盛況

すくすく会
ハロウィン！
JAA会場に開催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
す
く
す
く
会
は
10
月

24
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ

Ａ
Ａ )

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
集
い
を
開

き
、
生
後
２
か
月
か
ら
３
歳
く
ら
い
ま

で
の
幼
児
と
家
族
25
組
が
参
加
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
師

で
教
育
相
談
を
担
当
す
る
林
里
奈
さ
ん

の
司
会
で
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
で
ピ
ア

ノ
講
師
のyoppi

さ
ん
こ
と
渡
邉
佳
子

さ
ん
が
音
楽
を
担
当
、
子
供
た
ち
の
名

前
を
楽
し
い
歌
で
呼
び
上
げ
て
、
子
供

や
お
母
さ
ん
も
笑
顔
で
応
え
て
い
た
。

　

当
日
は
、
日
本
親
子
体
操
協
会
公
認

講
師
の
吉
岡
真
理
子
さ
ん
が
体
操
を
、

元
保
育
士
の
北
川
節
子
さ
ん
が
手
遊
び

を
紹
介
し
た
。
帰
り
に
は
お
母
さ
ん
と

子
ど
も
に
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー

ト
を
し
て
、
子
供
た
ち
は
お
土
産
を
嬉

し
そ
う
に
持
ち
帰
っ
た
。

　

同
会
は
、
２
０
０
４
年
に
小
児
科
医

の
加
納
麻
紀
さ
ん
に
よ
り
創
設
さ
れ
、

小
児
科
医
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
関

係
の
看
護
婦
、
助
産
婦
、 

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
先
輩
お
母
さ
ん
が
、
Ｎ
Ｙ

近
辺
で
妊
娠
・
出
産
、
育
児
中
の
日
本

人
家
族
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

mailto:ski@nyikuei.org
https://jp.kennedyinternational.org/
http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
10

月
11
日
、
２
０
２
５
年
度
ス
ク

ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
舞
台
の
上
で
堂
々
と
！
〜

Let’s have fun

〜
」
で
あ
り
、

笑
顔
と
感
動
が
あ
ふ
れ
る
一
日

と
な
っ
た
。

 　
開
会
式
は
、
保
護
者
や
来

賓
の
方
々
も
多
数
来
場
さ
れ
、

児
童
会
・
生
徒
会
の
司
会
の
も

と
、
生
徒
会
長
の
力
強
い
挨
拶

と
校
長
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
始
ま
っ
た
。

 　
１
・
２
年
生
は
落
語
「
寿
限

無
〜
な
ま
え
に
こ
め
た
お
も
い

〜
」
を
題
材
に
、
名
前
に
込
め

ら
れ
た
思
い
や
願
い
を
明
る
く

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現
。
観
客
も

一
緒
に
声
を
出
す
場
面
が
あ

り
、
笑
い
に
包
ま
れ
た
発
表
と

な
っ
た
。
３
・
４
年
生
は
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
劇
「The GJS Lion 

King

〜
正
義
と
勇
気
の
物
語

〜
」
を
上
演
し
、「
ハ
ク
ナ
・

マ
タ
タ
（
な
ん
と
か
な
る
さ
）」

の
言
葉
を
合
言
葉
に
、
勇
気
と

友
情
を
伝
え
た
。
５
・
６
年
生

は
「
繋
げ
！
50
周
年
の
白
熱
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
！
」
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
お
す
す
め
の
本
を

紹
介
し
合
い
、
観
客
の
投
票
で

チ
ャ
ン
プ
本
を
決
定
。
読
書
へ

の
思
い
と
表
現
力
が
光
る
発
表

と
な
っ
た
。

 　
７
・
８
年
生
は
修
学
旅
行
で

学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
独
立
の
歴
史

を
も
と
に
、「
ア
メ
リ
カ
の
独

立
〜
自
由
の
た
め
に
立
ち
上
が

れ
〜The Rise of America

」

を
劇
で
上
演
。
台
本
か
ら
照
明

ま
で
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
、

迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を

魅
了
し
て
い
た
。
９
年
生
は
デ

ィ
ベ
ー
ト
「
教
科
書
は
す
べ
て

デ
ジ
タ
ル
化
す
べ
き
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
肯
定
側
と
否
定
側
に

分
か
れ
て
熱
い
議
論
を
展
開
。

論
理
的
思
考
と
表
現
力
が
試
さ

れ
る
真
剣
勝
負
と
な
っ
た
。

 　
音
楽
発
表
で
は
、
初
等
部

が
合
唱
「
と
も
だ
ち
讃
歌
」
を

披
露
し
た
。
上
級
生
が
リ
コ
ー

ダ
ー
を
奏
で
、
下
級
生
が
ダ
ン

ス
で
参
加
す
る
姿
に
、
学
年
を

越
え
た
温
か
い
雰
囲
気
が
感
じ

ら
れ
た
。
中
等
部
は
合
唱
「
空

は
今
」
と
合
奏
「Sing Sing 

Sing

」
を
披
露
。
平
和
と
希
望

を
込
め
た
歌
声
、
そ
し
て
迫
力

あ
る
ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
で
、
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
華
や
か
に
飾
っ

た
。

 　
ま
た
、
校
舎
内
に
は
英
語

科
の
ス
ピ
ー
チ
作
文
や
家
庭
科

で
作
成
し
た
ポ
ー
チ
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
軌
跡
を
感

じ
ら
れ
る
作
品
が
展
示
さ
れ

た
。
色
と
り
ど
り
の
展
示
物
が

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

雰
囲
気
を
よ
り
一
層
華
や
か
に

彩
り
、
学
び
と
表
現
の
広
が
り

を
感
じ
さ
せ
て
い
た
。

 　
閉
会
式
で
は
、
児
童
会
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
森
本
校

長
か
ら
は
「
ど
の
学
年
も
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
通
り
、
堂
々
と
し
た

発
表
で
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
」
と
の
講
評
が
あ
っ
た
。

児
童
・
生
徒
全
員
が
自
信
と
誇

り
を
胸
に
、
最
後
ま
で
や
り
き

っ
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

笑
顔
と
拍
手
の
学
校
祭

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス　

小

田
切
利
幸
校
長
）
で
は
、
10
月

18
日
（
土
）、
幼
児
部
で
ひ
と

足
早
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
。

　

朝
か
ら
年
中
ク
ラ
ス
の
教
室

は
、
か
わ
い
ら
し
い
プ
リ
ン
セ

ス
や
お
ま
わ
り
さ
ん
な
ど
、
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
笑
顔
と

歓
声
が
響
い
た
。

　

午
前
中
、
年
長
ク
ラ
ス
で
は

自
分
た
ち
で
作
っ
た
ビ
ン
ゴ
カ

ー
ド
を
持
ち
寄
り
、合
同
で「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ビ
ン
ゴ
大
会
」
を
開

催
。
先
生
が
見
せ
る
カ
ー
ド
を

見
て
「
お
ば
け
！
」「
こ
う
も

り
！
」
と
し
っ
か
り
答
え
、「
縦

が
あ
と
１
つ
！
」「
２
つ
一
緒

に
ビ
ン
ゴ
に
な
る
。」
と
い
っ

た
声
が
上
が
る
様
子
は
さ
な
が

ら
１
年
生
の
よ
う
。
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
元
気
な
「
ビ
ン
ゴ
！
」

が
聞
こ
え
た
。
午
後
に
は
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
姿
で
友
達
と
写
真
を

撮
っ
た
り
、
先
生
が
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
お
題
を
出
し
て
い
く
な

ぞ
な
ぞ
歌
遊
び
「
お
い
し
い
も

の
な
あ
に
」
で
は
、
ナ
ス
や
ゴ

マ
の
難
題
に
教
室
中
が
笑
顔
に

包
ま
れ
た
。
最
後
は
、
真
っ
暗

な
部
屋
で
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
に

照
ら
さ
れ
た
光
る
シ
ー
ル
を
探

す
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
挑
戦

し
、大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

子
ど
も
達
は
午
前
中
に
作
っ

た
折
り
紙
の
飾
り
を
つ
け
た
手

作
り
バ
ッ
グ
に
シ
ー
ル
を
入
れ

て
、
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
思

い
出
と
と
も
に
元
気
い
っ
ぱ
い

に
学
校
を
後
に
し
た
。

NJ 補習授業校

幼児部でハロウィン

tel:2014616502
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
tel:2122136069
https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/


2025年（令和 7年）11月 1日（土） ［教　育］　　（14  ）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
は
、

５
年
生
が
10
月
17
日
、
国
語
科

の
授
業
で
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

の
発
行
人
・
三
浦
良
一
氏
を
招

き
「
新
聞
を
読
も
う
」
の
学
習

の
一
環
と
し
て
、
新
聞
の
役
割

や
編
集
の
仕
事
に
つ
い
て
学
ん

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
浦
氏
か
ら
は
、
新
聞
の
使

命
は
「
正
確
に
、
そ
し
て
早
く

情
報
を
伝
え
る
こ
と
」
で
あ
る

と
教
わ
り
、
情
報
を
伝
え
る
際

に
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
物
事

を
見
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
責
任

の
重
さ
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
ま
た
、
主
見
出
し
や
袖
見

出
し
の
お
よ
そ
の
文
字
数
や
レ

イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
、
新
聞
が
編

集
・
校
閲
・
校
正
を
経
て
発
行

さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
も
学
ん
だ
。　
　

　

そ
の
後
、
実
際
の
新
聞
を
使

っ
て
見
出
し
を
付
け
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
子
ど
も
達

は
編
集
員
に
な
っ
た
気
分
で
限

ら
れ
た
時
間
の
中
、
見
出
し
作

り
に
挑
戦
し
た
。
三
浦
氏
か
ら

教
わ
っ
た
文
字
数
や
構
成
の
ポ

イ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
記
事
に
合
っ
た
見
出

し
を
考
え
た
。

　

授
業
の
最
後
に
は
「
新
聞
を

作
る
こ
と
の
難
し
さ
だ
け
で
な

く
、楽
し
さ
も
分
か
っ
た
」「
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
、
見
出
し

を
付
け
る
こ
と
は
本
文
を
書
く

よ
り
も
難
し
い
と
思
っ
た
」
と

感
想
を
話
す
子
ど
も
達
の
姿
が

あ
っ
た
。

新
聞
編
集
を
学
ぶ

　

見
出
し
作
り
に
挑
戦 

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
５
年
生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
３
年

生
10
名
は
、
10
月
21
日
（
火
）

に
社
会
科
移
動
教
室
と
し
て
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ス
チ
ュ

ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
本
店
に
見
学

に
行
っ
た
。
児
童
は
見
学
に
向

け
て
、
事
前
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
工
夫
や
店
で
働
く
人

に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
し

た
。

　

当
日
は
、
担
当
者
に
店
内
を

案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
店

の
歴
史
や
商
品
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
た
。
入
口
に
置
い
て

あ
る
創
業
者
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
見
て
、
店
は
い
つ
か
ら
ど
の

よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
を
聞
い

た
り
、
牛
乳
の
ボ
ト
ル
詰
め
を

す
る
機
械
が
あ
り
店
内
で
商
品

が
作
ら
れ
て
い
る
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
店
内

を
歩
い
て
回
る
こ
と
で
、
音
楽

や
動
く
人
形
な
ど
、
お
客
様
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
仕
掛
け
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
見
学
の
途
中
、
担
当

者
に
直
接
質
問
を
す
る
機
会
が

あ
り
、「
従
業
員
は
何
人
ぐ
ら

い
な
の
か
」
な
ど
、
児
童
の
質

問
に
対
し
、
担
当
者
に
は
一
つ

一
つ
丁
寧
に
対
応
し
た
。
児
童

た
ち
は
、
見
学
を
通
し
て
見
た

こ
と
や
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
学
習
の
し
お
り
に

一
生
懸
命
記
録
し
た
。

　 

見
学
後
、児
童
か
ら
は
「
ス

チ
ュ
ー
・
レ
オ
ナ
ー
ド
で
働
い

て
い
る
人
は
、
み
ん
な
笑
顔
で

良
か
っ
た
」「
ま
た
行
き
た
く

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
た
。店
の
方
々
の
お
か
げ
で
、

学
び
の
多
い
社
会
科
移
動
教
室

と
な
っ
た
。

スーパーマーケットを見学
NY 日本人学校の 3年生

　

西
海
岸
を
中
心
に
月
刊
誌

「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
を
発
行
し

て
い
る
レ
バ
レ
ジ
ー
ズ
グ
ル
ー

プ
は
、
11
月
18
日
（
火
）
と
19

日
（
水
）
の
両
日
、
東
部
時
間

午
後
８
時
か
ら
11
時
ま
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
「
日
本
の
大
学
進

学
フ
ェ
ア
２
０
２
５
秋
」
を
開

催
す
る
。
よ
り
深
い
情
報
を
知

り
た
い
大
学
に
は
、
各
校
が
行

う
「
個
別
相
談
」
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

フ
ェ
ア
に
参
加
す
る
大
学

は
、
青
山
学
院
大
学
、
叡
啓
大

学
、
開
志
創
造
大
学
、
慶
應
義

塾
大
学
、
国
際
基
督
教
大
学

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
中
京
大
学
、
テ
ン

プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
東
京
通
信
大
学
、
同
志
社

大
学
Ｉ
Ｌ
Ａ
、
山
梨
学
院
大
学

国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
、

立
教
大
学
、
立
命
館
大
学
、
早

稲
田
大
学
。
参
加
申
込
は
事

前
登
録
制
で
、www.japan-

universities.com

か
ら
。
情

報
詳
細
も
同
サ
イ
ト
を
参
照
。

日
本
の
大
学
進
学
フ
ェ
ア

11
月
18
日
と
19
日
に
開
催

http://www.japan-universities.com
http://www.japan-universities.com
http://www.japan-universities.com
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私
が
小
学
校
で
学
ん
だ
歴

史
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
で
す
。

太
平
洋
戦
争
と
は
、
主
に
日

本
が
東
南
ア
ジ
ア
や
太
平
洋

の
島
々
で
戦
っ
た
戦
争
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
一
部
で

す
。

　

今
か
ら
約
八
十
年
前
、
日

本
は
景
気
が
悪
く
な
り
仕
事

を
失
っ
た
人
が
増
え
、
農
村

で
は
作
物
が
で
き
ず
、
と
て

も
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
新
し
い
土
地
を
手
に

入
れ
よ
う
と
中
国
へ
軍
を
進

め
占
領
し
、
中
国
と
戦
争
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

を
止
め
よ
う
と
ア
メ
リ
カ
が

日
本
へ
の
石
油
の
輸
出
を
禁

止
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
日

本
は
、
一
九
四
一
年
十
月
八

日
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
爆
撃

し
ま
す
。
こ
う
し
て
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

戦
争
が
始
ま
る
と
、
男
性

た
ち
が
次
々
に
戦
場
に
送
り

出
さ
れ
、
残
っ
た
女
性
も
国

を
守
る
た
め
に
工
場
で
働
か

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
兵
力
の

不
足
か
ら
学
生
も
戦
争
に
参

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
厳

し
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
九
四
五
年
三
月
、
東
京

大
空
襲
が
起
こ
り
、
東
京
が

焼
け
野
原
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
四
五
年
八
月

六
日
に
は
広
島
に
、
九
日
に

長
崎
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ

れ
、
一
瞬
に
し
て
何
万
人
も

の
人
々
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
、
日
本
は
無
条

件
降
伏
し
、
日
本
だ
け
で
も

三
百
万
人
以
上
の
犠
牲
を
払

っ
た
戦
争
が
や
っ
と
終
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
太
平
洋
戦
争

は
多
く
の
人
々
を
苦
し
め
ま

し
た
。
私
は
、
食
べ
物
が
手

に
入
ら
な
い
生
活
や
勉
強
が

で
き
な
い
生
活
、
家
族
や
友

人
を
一
瞬
で
失
う
悲
し
み
を

想
像
し
、
つ
ら
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
も
う

二
度
と
戦
争
が
起
き
て
ほ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
日
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ぼ
く
が
海
外
の
人
と
接
し

て
学
ん
だ
こ
と
は
文
化
の
違

い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
、

日
本
に
は
な
い
考
え
方
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
ぼ
く
が
ア
メ
リ
カ
に
来

て
学
ん
だ
考
え
方
は
大
き
く

三
つ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
考
え
方
で
す
。
ぼ
く
は
ア

メ
リ
カ
に
来
て
か
ら
、
野
球

を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
、

日
本
と
全
く
違
う
や
り
方
で

あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
み
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
熱
心
に

頑
張
り
、
と
て
も
厳
し
い
練

習
を
し
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ

で
は
楽
し
め
ば
い
い
と
い
う

考
え
方
が
多
い
で
す
。

　

例
え
ば
、
野
球
の
試
合
で

負
け
た
時
、
み
ん
な
は
、「
た

だ
の
ゲ
ー
ム
だ
よ
。
別
に
い

い
じ
ゃ
ん
。」
と
い
い
、
あ
ま

り
悔
し
が
り
ま
せ
ん
。
最
初

の
こ
ろ
は
こ
の
考
え
方
は
ぼ

く
に
と
っ
て
意
味
不
明
で
、

慣
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
子

ど
も
に
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を

経
験
さ
せ
ま
す
。
勝
利
も
大

事
で
す
が
、
失
敗
し
な
が
ら

も
色
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い

っ
ぱ
い
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
集
中
す

る
の
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん

の
種
類
を
経
験
し
て
、
自
分

が
一
番
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

を
見
つ
け
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。
ぼ
く
は
日
本
人
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
姿
勢
が
好
き
で

す
。
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

の
人
が
や
る
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
た
く
さ
ん
さ
せ
る
や
り
方

も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
大
人
た
ち
が

子
ど
も
た
ち
を
見
る
視
点
で
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し
た
。
百
人
一
首
で
勝
つ
の

た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ポ

エ
ム
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
は
、
水
曜
日
で

私
は
日
本
語
の
授
業
が
な
か

っ
た
の
で
、
授
業
で
留
学
生

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

見
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昼

休
み
に
日
本
語
の
教
室
で
他

の
留
学
生
と
も
一
緒
に
昼
食

を
食
べ
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
後
、
凛
生
と
一
緒

に
色
々
な
店
に
行
っ
て
買
い

物
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
他

の
日
本
か
ら
の
留
学
生
と
も

会
っ
て
、
一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
は
と
て
も
優

し
い
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
い

っ
し
ょ
に
時
間
を
過
ご
し
て
、

私
も
日
本
に
行
っ
て
留
学
し

て
み
た
い
と
い
う
自
分
の
気

持
ち
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

10 

月
2
日
に
は
、
留
学
生

は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
を
出
発
し

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヘ
行
き

ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
ア
メ

リ
カ
の
学
生
に
と
っ
て
も
日

本
の
留
学
生
に
と
っ
て
も
、

と
て
も
い
い
経
験
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
来
年
は
、
私
達

が
日
本
へ
修
学
旅
行
に
行
っ

て
彼
ら
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
ま
す
。
そ
の
時
に
再
会

で
き
る
の
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

す
。
日
本
で
は
、
大
人
は
他

の
子
ど
も
に
対
し
て
冷
た
く

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
ぼ
く
が
電
車
に
乗
っ

て
い
る
と
き
に
赤
ち
ゃ
ん
が

泣
い
て
い
て
、
そ
れ
に
対
し

て
近
く
に
い
た
大
人
が
怒
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
大
人
は

子
ど
も
に
対
し
て
と
て
も
優

し
い
で
す
。
例
え
ば
、
ぼ
く

が
大
谷
選
手
の
試
合
を
見
に

行
っ
た
時
に
、
大
谷
選
手
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
が
飛
ん

で
き
て
、
ぼ
く
の
お
父
さ
ん

は
取
り
損
ね
て
し
ま
い
、
近

く
の
人
が
取
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
ぼ
く
が
「
ほ
し
い
。」

と
言
い
に
行
っ
た
ら
、
ボ
ー

ル
を
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
み
ん

な
子
ど
も
を
温
か
く
見
守
り
、

大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
家
族
と
の
時

間
に
対
す
る
考
え
で
す
。
日

本
で
は
、
大
人
は
夜
遅
く
ま

で
働
い
て
、
家
族
と
過
ご
す

時
間
が
少
な
い
人
が
多
い
で

す
。
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ

で
は
夜
は
必
ず
家
族
全
員
で

一
緒
に
い
る
人
た
ち
が
多
い

で
す
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
の
一

番
大
切
な
も
の
は
家
族
だ
か

ら
で
す
。
働
い
て
み
ん
な
の

た
め
に
お
金
を
稼
ぐ
の
も
大

事
で
す
が
、
家
族
と
い
る
時

間
の
方
が
貴
重
で
大
切
だ
と

い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ぼ
く
は
家
族
と
一
緒
の

時
間
が
楽
し
い
の
で
、
こ
の

考
え
方
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
で
の
経

験
で
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
考
え

方
も
、
日
本
の
考
え
方
も
、

ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
大
切

な
の
は
、
一
つ
一
つ
の
考
え

方
を
尊
重
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
色
々
な
文
化
や

考
え
方
を
学
ん
で
い
く
中
で
、

ど
ん
な
考
え
方
出
会
っ
て
も
、

そ
れ
を
尊
重
で
き
る
人
、
そ

し
て
自
分
の
考
え
を
持
て
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
11
か
月
）　

わ
た
し
は
、
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
、
毎
し
ゅ
う
水

曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
し
つ
に
入
っ
た
ら
、
は

じ
め
に
、
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け

ま
す
。
ま
ず
、
先
生
が
そ
の

日
の
じ
っ
け
ん
の
方
ほ
う
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
先
生
が
ざ
い
り

ょ
う
を
わ
た
し
た
ち
に
く
ば

り
ま
す
。

　

そ
し
て
先
生
に
手
伝
つ
だ

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
分

で
じ
っ
け
ん
を
し
ま
す
。
こ

の
日
は
、
十
五
cm
の
ぼ
う
と

パ
イ
プ
ク
リ
ー
ナ
ー
と
ひ
も

と
、
あ
つ
い
お
ゆ
を
つ
か
っ

て
ク
リ
ス
タ
ル
を
つ
く
り
ま

し
た
。

　

さ
い
し
ょ
に
、
パ
イ
プ
ク

リ
ー
ナ
ー
を
色
い
ろ
な
形
に

つ
く
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、

ひ
も
を
ぼ
う
に
む
す
ん
で
、

パ
イ
プ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
ひ
も

に
つ
け
ま
し
た
。

　

さ
い
ご
に
、
コ
ッ
プ
の
中

に
あ
つ
い
お
ゆ
を
い
れ
て
、

一
し
ゅ
う
か
ん
つ
け
て
お
き

ま
し
た
。

　

つ
ぎ
の
し
ゅ
う
に
、
ケ
ミ

ス
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
行
っ
た

ら
、
小
さ
な
つ
ぶ
の
ク
リ
ス

タ
ル
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

楽
し
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
８
か
月
）

本
が
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た

時
、
他
の
国
か
ら
助
け
て
も
ら

っ
た
ら
太
平
洋
戦
争
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
た
と
き
、
多
く
の
国
は
日

本
を
思
っ
て
、
人
道
支
援
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
世
界
の
国
々

が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
み
ん

な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な

世
界
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
14
年
）

「
ク
レ
イ
ジ
ー
ケ
ミ

ス
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

和

　

今
月
9
月 

30
日
に
、
石
川

県
金
沢
泉
ケ
丘
高
校
か
ら
留
学

生
が
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
校
に
や

っ
て
来
ま
し
た
。
日
本
の
生
徒

た
ち
は
、
私
達
プ
リ
ン
ス
ト
ン

高
校
の
生
徒
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
す
る
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
DC
に

行
っ
て
ま
し
た
。

　

私
の
家
に
は
、
凛
生
と
い
う

高
校
2
年
生
の
女
の
子
が
泊
ま

り
ま
し
た
。
凛
生
は
、
百
人
一

首
が
好
き
で
す
。
百
人
一
首
の

こ
と
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話
し

て
く
れ
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
カ
ル
タ
な
ん
だ
と
わ
か
り
ま

「
海
外
の
人
と
接
し
た

経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
﨑　

友
吾

「
太
平
洋
戦
争
を
学
ん
で

思
う
こ
と
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ュ
ー　

光

https://newjerseyjapaneseschool.org/
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
の
１
寝
室
コ
ー
プ
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
も
通
勤
の
便
利
な
こ
と
で
古
く
か
ら
日

本
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル

ズ
。
石
畳
の
あ
る
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
駅
や
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
お
洒
落
な
商
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
ぶ

住
宅
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

  

写
真
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
を
代
表
す
る
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
ビ

ル
の
一
つ
「
パ
ー
ク
・
レ
ー
ン
・
ノ
ー
ス
」
で
24
時
間
体
制
の

ド
ア
マ
ン
と
親
切
で
気
配
り
の
行
き
届
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

こ
と
で
定
評

が
あ
る
。

　

設
備
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ

ー
2
基
、
改

装
済
み
の
敷

地
内
ラ
ン
ド

リ
ー
施
設
、

マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
含

む
見
事
な
眺

望
を
誇
る
屋

上
デ
ッ
キ
、

住
民
専
用
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
と
シ
ア
タ
ー
ル
ー
ム
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
グ
リ
ル
付
き

緑
化
中
庭
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
開
催
地
）、
自
転
車
保

管
庫
、
敷
地
内
駐
車
場
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
そ
の
７
階
に
あ
る
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
コ

ー
プ
で
、
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
広
さ
。
改
修
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
た
価
格
設
定
に
よ
り
販
売
価
格
は
26
万
ド
ル
に
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　

 rika.furumoto@gmail.com

　

山
崎
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　
不
動
産
業
界
の
ブ
ロ
グ

「PropertyShark
」
は
、
25
年

版
、
全
米
の
高
額
不
動
産
の
郵

便
番
号
に
よ
る
ト
ッ
プ
１
０
０

を
発
表
し
た
。

　

こ
の
リ
ス
ト
は
不
動
産
売
買

価
格
の
中
央
値
を
郵
便
番
号
ご

と
に
集
計
し
た
も
の
で
、
第
１

位
は
フ
ロ
リ
ダ
州
の
マ
イ
ア
ミ

ビ
ー
チ
（
９
５
０
万
ド
ル
）、

第
２
位
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
マ
テ
オ
郡
の
ア
サ
ー
ト

ン
（
８
３
３
万
ド
ル
）、
第
3

位
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
サ
フ

ォ
ー
ク
郡
の
サ
ガ
ポ
ナ
ッ
ク

（
５
９
２
万
ド
ル
）
が
続
く
。

サ
フ
ォ
ー
ク
郡
か
ら
は
サ
ガ
ポ

ナ
ッ
ク
を
含
め
、
ハ
ン
プ
ト
ン

ズ
の
８
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
か
ら
は
ラ
イ
が
92
位
に
入
っ

た
。
ラ
イ
は
２
０
１
７
年
か
ら

リ
ス
ト
の
常
連
と
な
り
、
昨
年

の
70
位
か
ら
92
位
に
下
が
っ
た

も
の
の
今
年
も
堂
々
の
ト
ッ
プ

１
０
０
入
り
を
果
た
し
た
。
日

本
人
居
住
者
も
多
い
。

　

全
米
高
額
不
動
産

　

Ｚ
Ｉ
Ｐ
コ
ー
ド
に
よ
る
ベ
ス
ト

　

１
０
０
に
今
年
も
ラ
イ
常
連
で

　

カ
ナ
ダ
の
家
族
経
営
ペ
ッ

ト
・
フ
ー
ド
会
社
ノ
ウ
・
ベ
タ

ー
は
10
月
15
日
、
米
国
50
州
の

飼
い
犬
の
環
境
や
暮
ら
し
や
す

犬と暮らすのに
最適な州ランキング
ＮＹ州は最下位

さ
を
調
査
し
た
結
果
を
公
表
し

た
。

　

同
社
は
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

の
割
合
、
ペ
ッ
ト
と
同
居
で
き

る
賃
貸
物
件
率
、
ペ
ッ
ト
が
利

用
で
き
る
公
園
の
数
、
人
口

10
万
人
当
た
り
の
獣
医
の
数
、

人
口
の
デ
ー
タ
を
基
に
各
州
を

評
価
し
た
。
１
位
は
ノ
ー
ス
ダ

コ
タ
州
、
次
い
で
２
位
は
モ
ン

タ
ナ
州
、
３
位
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
、
Ｎ
Ｙ
州
は
最
下
位

の
48
位
だ
っ
た
。
同
社
は
Ｎ
Ｙ

州
の
環
境
ペ
ッ
ト
の
犬
に
不
向

き
で
あ
る
こ
と
の
主
な
理
由
と

し
て
、
住
宅
や
小
規
模
ア
パ
ー

ト
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
、
緑

が
少
な
く
犬
を
解
放
で
き
る
公

園
が
少
な
い
、
散
歩
サ
ー
ビ
ス

に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
物
価
高

も
加
わ
り
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
に

は
最
も
費
用
が
か
か
る
州
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一

方
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
犬
と

散
歩
で
き
る
公
園
が
あ
り
、
犬

専
用
の
ク
ラ
ス
が
充
実
し
、
郊

外
に
は
犬
が
楽
し
め
る
地
域
も

あ
る
の
で
、
ペ
ッ
ト
の
犬
と
の

暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
、
と
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
で

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
の
割
合
は

27
％
、
犬
と
住
め
る
賃
貸
物
件

率
は
45
・
32
％
、
州
お
よ
び
国

立
公
園
が
州
面
積
に
占
め
る

率
１
・
３
％
、
人
口
10
万
人
当

た
り
の
獣
医
数
は
16
人
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
同
ラ

ン
キ
ン
グ
の
詳
細
はhttps://

www.knowbetterpetfood.
com/blogs/blog/best-and-
worst-states-to-be-a-dog-
owner

を
参
照
す
る
。

週刊NY生活

https://www.redacinc.com/
mailto:rika.furumoto@gmail.com
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https://www.knowbetterpetfood
https://www.knowbetterpetfood
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皆
さ
ん
は
「Gratitude 

Journal
（
グ
ラ
テ
ィ
チ
ュ
ー

ド
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）」
と
い
う

言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
語

に
す
る
と
「
感
謝
の
気
持
ち
日

記
」
と
な
り
ま
す
。
近
年
ア
メ

リ
カ
の
心
理
学
分
野
で
注
目

さ
れ
研
究
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学

（Positive Psychology)

の
研

究
で
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
を
習
慣
化
す
る
こ
と

で
、
人
生
の
幸
福
感
や
心
の
健

康
度
（Well-being

）
が
高
ま

る
こ
と
、
体
の
健
康
も
促
進
さ

れ
る
こ
と
、
ま
た
人
間
関
係
に

も
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

や
り
方
は
簡
単
で
す
。
ま
ず

は
感
謝
の
気
持
ち
ジ
ャ
ー
ナ
ル

用
の
ノ
ー
ト
を
用
意
し
、
そ
こ

に
定
期
的
に（
週
に
２
、３
度
）、

自
分
が
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ

た
こ
と
を
３
つ
か
ら
５
つ
選

び
、
15
分
程
度
使
っ
て
書
き
と

め
ま
す
。
自
分
や
家
族
が
健
康

で
い
ら
れ
る
こ
と
、
新
し
い
レ

シ
ピ
に
挑
戦
し
た
ら
家
族
が
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と
、
朝
の
忙
し

い
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
見
知
ら
ぬ
人

が
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
た
な

ど
、
些
細
な
こ
と
で
も
よ
い
の

で
書
き
と
め
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

仕
事
で
困
っ
て
い
た
ら
自
分
も

多
忙
な
同
僚
が
力
を
貸
し
て
く

れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
た

な
ど
よ
り
大
き
な
出
来
事
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
そ
れ

ら
の
出
来
事
に
よ
り
自
分
が
ど

ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
か
に
目

を
向
け
、
再
び
そ
の
気
持
ち
を

感
じ
な
が
ら
書
く
よ
う
に
す
る

と
よ
り
効
果
的
で
す
。
字
を
き

ち
ん
と
書
く
こ
と
や
文
法
な
ど

に
気
を
配
ら
ず
、
頭
に
浮
か
ん

だ
こ
と
を
そ
の
ま
ま
自
由
に
書

き
と
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

　

ノ
ー
ト
に
書
く
以
外
に
も
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
に
タ
イ
プ

し
た
も
の
を
保
存
す
る
の
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
家
族
に
対
す

る
感
謝
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
相

手
に
送
る
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
毎
日
夕
食
時
に

家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
日
あ
っ

た
感
謝
を
感
じ
た
出
来
ご
と
を

報
告
し
あ
う
の
も
効
果
的
で

す
。
ま
た「
お
母
さ
ん
の
料
理
、

今
日
も
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
と

家
族
で
互
い
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
言
葉
で
伝
え
あ
う
の
も
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
行
動
理
論
に
よ
れ
ば
、

人
の
思
考
と
感
情
と
行
動
は
相

互
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が
高
い

状
態
に
い
る
と
、
周
り
の
人
や

物
事
を
見
る
目
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
偏
り
が
ち
で
す
（
否
定
的
、

批
判
的
他
）。
す
る
と
イ
ラ
イ

ラ
や
落
ち
込
み
な
ど
の
感
情
が

起
こ
り
、
気
分
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

に
な
り
や
す
い
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
自
分
の
行
動
に
も
影
響

し
ま
す
（
例
え
ば
子
ど
も
を
注

意
す
る
口
調
が
ト
ゲ
ト
ゲ
し
く

な
る
な
ど
）。
す
る
と
相
手
の

反
応
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
や

す
く
（
子
ど
も
の
方
で
も
反
発

し
暴
言
が
出
る
）、
結
果
的
に

自
分
の
ス
ト
レ
ス
度
が
さ
ら
に

高
ま
り
、
物
の
見
方
や
思
考
が

よ
り
否
定
的
、
批
判
的
に
な
る

と
い
う
「
思
考
・
気
分
・
行
動

の
悪
循
環
」
が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。　

　

定
期
的
に
自
分
の
周
り
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
出
来
事
に
気
づ

き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
き
と

め
る
こ
と
を
続
け
る
こ
と
で
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
身
近
で
起
こ
る
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
こ
と
に
も
っ
と
気
づ
け

る
よ
う
に
な
り
、
感
謝
の
気
持

ち
、
嬉
し
い
気
分
な
ど
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
感
情
が
増
え
、
自
分
の
中

の
思
考
・
感
情
・
行
動
の
悪
循

環
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
逆
に

好
循
環
に
回
転
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

以
前
に
、
先
に
触
れ
た
よ
う

な
悪
循
環
が
起
こ
っ
て
い
た
あ

る
家
庭
で
、
母
親
が
１
日
の
終

わ
り
に
、
そ
の
日
子
ど
も
に
対

し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
た

こ
と
と
お
礼
の
言
葉
を
簡
単
な

メ
モ
書
き
に
し
（「
今
日
も
Ｘ

Ｘ
が
元
気
に
笑
っ
て
る
の
見
て

お
母
さ
ん
も
元
気
で
た
よ
、
あ

り
が
と
う
」
な
ど
）、
子
ど
も

の
就
寝
後
に
枕
も
と
に
置
く
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

朝
が
苦
手
で
何
度
も
起
こ
し
て

や
っ
と
不
機
嫌
に
起
き
て
い
た

子
ど
も
が
、
そ
の
直
後
か
ら
自

ら
機
嫌
よ
く
起
き
て
く
る
よ
う

に
な
り
、
毎
朝
家
族
皆
が
気
分

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
に
１
日
に
１

度
家
族
へ
の
感
謝
を
言
葉
や
文

字
で
伝
え
あ
う
こ
と
で
、
お
互

い
へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
が
強

ま
り
、
家
族
関
係
が
良
く
な
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
方
法
は
い
つ
で
も
短
時

間
で
行
え
ま
す
。
是
非
ご
家
族

でGratitude Journal

を
お

試
し
く
だ
さ
い
。
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「Gratitude Journal ( 感謝の気持ち
ジャーナル )」で心健やかな毎日を　

　

児
童
擁
護
団
体
ア
ド
ボ
ケ
ー

ツ
・
フ
ォ
ー
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
Ａ
Ｆ

Ｃ
）
は
10
月
20
日
、
Ｎ
Ｙ
市
内

の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
学
生
に
関
す

る
24
か
ら
25
年
度
の
年
報
を
公

表
し
、
公
立
校
に
通
う
ホ
ー

ム
レ
ス
生
徒
数
は
７
人
に
１

人
に
当
た
る
過
去
最
高
の
約

15
万
４
０
０
０
人
に
達
し
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

同
市
で
は
、
22
年
春
以
降
の

移
民
の
申
請
者
の
急
増
で
シ
ェ

ル
タ
ー
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
需

要
に
対
応
し
き
れ
ず
、
多
く

が
路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
生

徒
数
は
22
か
ら
23
年
度
で
は

11
万
９
３
２
０
人
、
23
か
ら
24

年
度
比
で
は
約
１
万
２
０
０
０

人
増
と
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
レ

ス
生
徒
の
う
ち
、
同
市
内
の

シ
ェ
ル
タ
ー
で
最
低
一
晩
過

ご
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
は

６
万
５
０
０
０
人
以
上
、
約

７
０
０
０
人
は
モ
ー
テ
ル
で
暮

ら
し
て
い
る
。

　

シ
ェ
ル
タ
ー
で
暮
ら
す
生
徒

の
約
67
％
は
慢
性
的
な
欠
席

で
、
３
か
ら
８
年
生
の
Ｎ
Ｙ
州

統
一
テ
ス
ト
の
英
語
と
数
学
で

基
準
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
評

価
を
受
け
た
の
は
わ
ず
か
22
％

だ
っ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｃ
は
、
も
し
同

市
の
ホ
ー
ム
レ
ス
生
徒
だ
け
で

学
区
を
制
定
す
る
と
、
テ
キ
サ

ス
州
ダ
ラ
ス
の
公
立
学
校
制
度

よ
り
も
規
模
が
大
き
い
、
国
内

で
上
位
20
位
内
規
模
の
学
区
に

な
り
得
る
と
、
そ
の
人
数
の
深

刻
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

訂
正
と
お
詫
び　

本
紙
先
週
号

で
報
じ
た
「
公
立
学
校
の
ホ
ー

ム
レ
ス
状
態
の
記
事
」
が
途
中

で
切
れ
て
い
ま
し
た
。
最
新
の

デ
ー
タ
を
補
足
し
た
上
で
修
正

版
を
こ
こ
に
掲
載
し
ま
す
。

ＮＹ市公立学校
ホームレス生徒数は
過去最高
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10
月
24
日
に
、
韓
国
博
物
館

学
会
に
招
へ
い
さ
れ
、
ソ
ウ
ル

の
国
立
中
央
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
博
物
館
学
国
際
セ
ミ
ナ
ー

で
講
演
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
際
、
ち
ょ
う
ど
同
館
の
企
画

展
示
室
で
「
二
本
の
足
で
世
界

を
征
服
す
る
（The Radiant 

Stories, Moving theWorld

）」

展
（
７
月
25
日
か
ら
12
月
28
日

ま
で
）を
開
催
し
て
い
た
の
で
、

見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　
同
展
は
、
光
復
80
周
年
（
日

本
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
の

解
放
・
独
立
を
祝
う
年
）
を
記

念
し
た
企
画
で
、
１
９
３
６
年

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

マ
ラ
ソ
ン
競
技
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
孫
基
禎
（
ソ
ン
・
ギ

ジ
ョ
ン
）
選
手
に
焦
点
を
当
て

た
も
の
で
す
。

　
孫
基
禎
（
１
９
１
２
年
か
ら

２
０
０
２
年
）
は
、
日
本
統
治

時
代
の
平
安
北
道
新
義
州
府
新

義
州
（
現
在
の
北
朝
鮮
新
義
州

市
）
の
出
身
で
、
１
９
３
５
年

に
東
京
の
第
8
回
明
治
神
宮
体

育
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン
で
、
当
時

の
世
界
最
高
記
録
2
時
間
26
分

42
秒
を
樹
立
し
、
ベ
ル
リ
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
、
2
時
間
29
分

19
秒
2
（
当
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
新
記
録
）
で
、
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。
同
じ
く
韓
国

出
身
の
南
昇
竜
（
ナ
ム
・
ス
ン

ニ
ョ
ン
）
も
銅
メ
ダ
ル
に
輝
い

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
孫
自
身
は

当
時
か
ら
民
族
意
識
が
強
く
、

世
界
最
高
記
録
樹
立
時
の
表
彰

式
で
も
「
な
ぜ
君
が
代
が
自
分

に
と
っ
て
の
国
歌
な
の
か
」
と

涙
ぐ
ん
だ
り
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在

時
に
は
外
国
人
へ
の
サ
イ
ン
に

「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
と
記
し
た
り

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

韓
国
独
立
後
は
、
陸
上
競

技
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
、

１
９
４
８
年
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
１
９
５
２
年
ヘ
ル

シ
ン
キ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

韓
国
選
手
団
の
総
監
督
を
務
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
８
８

年
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
開
会
式
で
最
終
の
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
の
一
人
と
し
て
、
ス
タ

ジ
ア
ム
に
聖
火
を
持
っ
て
登
場

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ベ
ル
ベ
ル
リ
ン
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
、
明
治
大
学

専
門
部
法
科
に
進
学
し
、
在
学

中
は
平
凡
な
一
学
生
と
し
て
目

立
た
ぬ
よ
う
に
過
ご
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
９
９
５

年
に
明
治
大
学
か
ら
特
別
功

労
賞
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
に
は
同
大
学
で

「
孫
基
禎
生
誕
１
０
０
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
立
中
央
博
物
館
で
の
企
画

展
は
、
決
し
て
大
規
模
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
走
る
様
子
が

イ
マ
ー
シ
ヴ
映
像
で
映
し
出
さ

れ
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
優
勝
者
に
贈
ら
れ
た
銅
ヘ
ル

メ
ッ
ト
（
宝
物
；
日
本
の
部
重

要
文
化
財
に
相
当
）
や
金
メ
ダ

ル
、
月
桂
樹
、
花
輪
（
登
録
文

化
財
）等
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

印
象
的
な
も
の
で
し
た
。

　
な
お
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
に
お
け
る

記
録
は
、
規
定
上
そ
の
当
時
の

国
籍
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
７
０
年
に
は
、
韓
国
の
国

会
議
員
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
五

輪
記
念
ス
タ
ジ
ア
ム
の
記
念
碑

に
刻
ま
れ
た
孫
選
手
の
国
籍

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
削
り
、「
Ｋ

Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
と
彫
る
と
い
う
事

件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

復
旧
さ
れ
て
い
ま
す
。
博
物
館

界
で
は
デ
コ
ロ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
主
流
で
は
あ
り
ま
す
が
、

少
々
行
き
過
ぎ
た
行
為
で
あ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

2025年（令和 7年）11月 1日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

や
は
り
時
差
ボ
ケ
は
き
つ

い
。
昨
夜
は
夕
食
の
後
ち
ょ
う

ど
良
く
眠
っ
た
つ
も
り
で
あ
っ

た
の
に
、
気
が
つ
け
ば
夜
の
１

時
に
目
が
覚
め
て
明
け
方
ま
で

一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。
お
か

げ
で
朝
寝
坊
し
て
細
君
に
起
こ

さ
れ
た
。
彼
女
が
寝
ぼ
け
た
私

に
ト
ー
ス
ト
を
焼
い
て
く
れ

た
。
宿
は
な
ん
と
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
が
二
部
屋
も
あ
る
立
派
な
ア

パ
ー
ト
で
、
洗
濯
機
か
ら
冷
蔵

庫
か
ら
キ
ッ
チ
ン
か
ら
洗
濯
物

を
干
し
て
食
事
も
で
き
る
大
き

な
バ
ル
コ
ニ
ー
ま
で
あ
る
。
な

ん
と
い
う
贅
沢
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
、
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
の

総
督
が
住
ん
で
い
た
中
世
の
グ

ラ
ン
ド
・
マ
ン
シ
ョ
ン
や
騎
士

の
ス
ト
リ
ー
ト
が
あ
る
オ
ー
ル

ド
タ
ウ
ン
ま
で
徒
歩
で
10
分
な

の
だ
。

　

美
味
し
い
朝
食
を
い
た
だ
い

て
、
早
速
街
に
出
て
み
た
。
外

は
暑
い
が
何
と
か
な
る
。
聖
ヨ

ハ
ネ
騎
士
団
に
は
８
つ
の
国
や

地
域
が
参
加
し
て
い
た
が
、
そ

の
う
ち
の
フ
ラ
ン
ス
の
管
轄
地

で
あ
ろ
うAmboise Gate

か

ら
二
重
の
堀
を
抜
け
て
オ
ー
ル

ド
タ
ウ
ン
に
入
る
。
至
る
所
に

石
の
丸
い
大
砲
の
タ
マ
が
置
い

て
あ
る
。オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
は
、

騎
士
団
が
守
る
こ
の
砦
内
に
数

万
と
い
う
大
砲
の
タ
マ
を
打
ち

込
ん
だ
。
こ
れ
が
空
か
ら
降
っ

て
く
る
と
は
恐
怖
以
外
何
も
の

で
も
な
い
。

　

塩
野
七
生
の
「
ロ
ー
ド
ス
島

攻
防
記
」
は
こ
の
砦
を
設
計
す

る
た
め
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
技
師

を
ス
カ
ウ
ト
し
、
彼
が
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
船
に
乗
っ
て
こ
の
地
に
や

っ
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
ト
ー

リ
ー
が
始
ま
る
。
彼
が
ナ
イ
ト

通
り
の
イ
タ
リ
ア
の
大
使
館
に

身
を
寄
せ
、
翌
朝
、
聖
ヨ
ハ
ネ

騎
士
団
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
騎
士

団
長
の
謁
見
を
受
け
る
シ
ー
ン

が
あ
る
。

　

小
さ
な
タ
ワ
ー
に
登
っ
た
。

頂
上
か
ら
は
海
が
見
え
、
マ
ン

シ
ョ
ン
も
隣
に
見
え
る
。
一
瞬

驚
い
た
こ
と
に
そ
こ
に
は
イ
ス

ラ
ム
教
の
寺
院
の
細
く
高
い
塔

と
丸
い
屋
根
の
モ
ス
ク
が
見
え

る
。
こ
れ
は
私
が
エ
ジ
プ
ト
で

観
た
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ

る
。
仏
教
寺
院
（
キ
リ
ス
ト
教

会
も
だ
）
は
世
界
に
色
々
な
形

の
建
築
様
式
が
あ
る
が
、
イ
ス

ラ
ム
の
モ
ス
ク
は
統
一
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

回
り
道
を
し
た
が
、
騎
士
の

通
り
を
見
つ
け
、
そ
の
先
端
に

あ
る
騎
士
団
の
グ
ラ
ン
ド
・
マ

ン
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
た
。
チ
ケ

ッ
ト
を
買
っ
て
中
に
入
る
。
ギ

リ
シ
ャ
独
立
以
降
の
再
建
な
の

だ
が
、
当
時
に
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士

団
の
規
模
と
財
力
が
計
り
知
れ

る
。
騎
士
団
が
正
義
か
悪
か
の

議
論
は
こ
こ
で
は
場
違
い
に
な

る
が
、
基
本
的
に
キ
リ
ス
ト
教

騎
士
団
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か

ら
お
金
が
寄
進
さ
れ
る
。
よ
っ

て
地
域
の
経
済
に
依
存
し
な
く

て
も
芳
醇
な
資
金
が
あ
り
、
そ

の
為
に
騎
士
団
の
武
器
か
ら
衣

装
か
ら
、
病
院
で
使
う
リ
ネ
ン

か
ら
医
療
器
具
ま
で
全
て
が
金

ピ
カ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
騎
士
団
の
団
員
は
全
て
貴

族
で
、
次
男
以
降
の
土
地
を
相

続
で
き
な
い
者
が
騎
士
団
員
に

な
っ
て
い
た
。
当
時
は
ブ
ル
ー

ブ
ラ
ッ
ド
、
青
い
血
が
流
れ
て

い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
は
荘
厳
の
一

言
。
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
の
十
字

架
の
ロ
ゴ
は
至
る
と
こ
ろ
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
マ
ル
テ
ィ
メ

デ
ィ
ア
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
立

派
で
、
こ
こ
に
２
０
０
年
の
聖

ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
の
歴
史
を
み
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
る
と
そ
こ

に
は
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン
の
繁
華

街
が
綺
麗
に
広
が
り
、
お
土
産

物
や
カ
フ
ェ
、
タ
ベ
ル
ナ
が
食

欲
を
そ
そ
る
。
我
々
は
ラ
ン
チ

を
普
段
は
軽
食
で
す
ま
せ
る
の

だ
が
、
暑
さ
と
時
差
ボ
ケ
対
策

で
迂
闊
に
も
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
。
が
、
こ
れ
は

美
味
し
か
っ
た
。
Ａ
Ｃ
が
な
か

な
か
効
か
な
い
暑
さ
で
は
あ
る

が
、
私
は
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
羊

肉
だ
っ
た
）
と
ご
飯
、
細
君
は

ギ
リ
シ
ャ
の
郷
土
料
理
ム
ス

カ
。
ご
馳
走
様
で
し
た
。

　

が
、
暑
い
の
で
と
り
あ
え
ず

一
旦
宿
に
引
き
揚
げ
て
休
憩
。

ま
だ
時
差
ボ
ケ
で
眠
い
の
で
仮

眠
を
し
て
し
ま
う
。

　

夕
方
は
買
い
出
し
に
近
く
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
繰
り

出
す
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
車
を

停
め
た
場
所
が
ロ
ー
ド
ス
の
象

徴
的
な
波
止
場
の
近
く
だ
っ
た

の
で
、
何
も
売
っ
て
い
な
い
ス

ー
パ
ー
の
代
わ
り
に
波
止
場
に

出
て
み
た
。
よ
く
写
真
で
見
る

鹿
の
銅
像
が
あ
る
二
本
の
塔
が

あ
る
。

　

世
界
七
不
思
議
の
一
つ
に
数

え
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、

ロ
ー
ド
ス
島
の
巨
像
が
あ
る
。

紀
元
前
３
世
紀
頃
に
建
て
ら
れ

た
、
太
陽
神
ヘ
リ
オ
ス
を
模
っ

た
彫
像
だ
そ
う
で
、
像
の
高
さ

は
34
メ
ー
ト
ル
、
台
座
を
含
め

る
と
約
50
メ
ー
ト
ル
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
自
由
の
女
神
像
に

匹
敵
す
る
大
き
さ
だ
っ
た
そ
う

だ
。
が
、
紀
元
前
２
２
６
年
の

地
震
で
倒
壊
し
て
以
来
何
も
残

っ
て
い
な
い
。
そ
の
虚
像
が
立

っ
て
い
た
所
が
こ
の
場
所
だ
っ

た
そ
う
だ
。
紀
元
前
に
人
力
で

高
さ
50
メ
ー
ト
ル
の
像
を
立
て

る
と
は
流
石
古
代
ギ
リ
シ
ャ
！

で
も
、
今
だ
っ
た
ら
現
代
技
術

を
使
っ
て
復
元
し
て
も
良
い
の

で
は
と
思
っ
た
が
、
不
思
議
は

不
思
議
の
ま
ま
終
わ
る
方
が
良

い
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
ま
ま
郊
外
の
ス
ー
パ
ー

マ
ケ
ッ
ト
に
行
き
、
食
材
を
買

っ
て
今
夜
は
細
君
が
ア
ン
チ
ョ

ビ
・
パ
ス
タ
を
作
っ
て
く
れ
た
。

こ
い
つ
が
美
味
い
！

　

ロ
ー
ド
ス
の
中
世
の
街
並
み

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
数
で
あ

る
。
時
差
ボ
ケ
に
め
げ
ず
初
日

か
ら
ロ
ー
ド
ス
の
中
心
を
押
さ

え
た
立
派
な
一
日
で
あ
っ
た
！

（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
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光
村
図
書
の
小
学
５
年
生
国

語
の
教
科
書
に
、
今
井
む
つ
み

さ
ん
の
文
章
『
言
葉
の
意
味
が

わ
か
る
こ
と
』
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
単
元
で
は
、
文
章

を
読
ん
で
理
解
し
「
原
因
と
結

果
」
を
読
み
取
る
と
い
う
学
習

が
主
旨
に
な
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
学
習
す

る
子
ど
も
た
ち
の
書
く
作
文
に

は
特
徴
が
あ
り
、
必
ず
結
論
が

述
べ
ら
れ
、「because

」
と
、

そ
う
導
き
出
し
た
理
由
が
続

く
。
そ
の
論
理
的
思
考
順
路
は

単
純
だ
と
し
て
も
明
確
で
、
さ

す
が
と
感
心
す
る
。
日
本
語
で

話
し
、読
み
書
き
し
て
い
る
が
、

内
容
は
い
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
的

な
の
だ
。
し
か
も
子
ど
も
独
特

の
発
想
の
飛
躍
や
ひ
と
り
よ
が

り
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
す
ま

す
面
白
い
。
下
手
に
大
人
が
手

を
出
す
の
が
は
ば
か
れ
る
。
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
も
い
い
、
い
つ

ま
で
も
そ
の
ま
ま
で
い
て
と
、

切
に
願
っ
た
り
も
す
る
。

　

慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学

部
教
授
の
今
井
さ
ん
は
、
認
知

科
学
、
認
知
心
理
学
、
発
達
心

理
学
、
言
語
心
理
学
、
教
育
心

理
学
が
専
門
の
心
理
学
者
で
あ

る
。
最
近
の
著
書
に
『
学
び
と

は
何
か
』『
親
子
で
育
て
る 

こ

と
ば
力
と
思
考
力
』『「
何
回
説

明
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
」
は
な

ぜ
起
こ
る
の
か
？
』
な
ど
、
子

ど
も
の
言
葉
の
学
習
の
過
程
の

認
知
と
心
理
の
研
究
に
関
す
る

も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

２
０
２
４
年
に
国
際
交
流
基
金

サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
第
5
回
南
米

子
ど
も
ネ
ッ
ト
２
０
２
４ 

「
子

ど
も
の
『
学
び
』
に
寄
り
添
う
」

で
講
演
さ
れ
、YouTube
で

視
聴
で
き
る
。

　
『
第
２
の
言
語
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
世
界
を
広
げ
る
こ
と

ー
第
２
言
語
の
学
習
と
認
知
・

思
考
の
変
化
』
と
題
さ
れ
た
講

演
の
中
で
、「
こ
と
ば
は
情
報

処
理
限
界
に
合
わ
せ
て
進
化
し

た
」こ
と
を
指
摘
。
人
は
①「
本

質
的
な
情
報
だ
け
を
残
し
、
余

分
な
情
報
を
捨
て
る
」、②
「
一

つ
の
意
味
か
ら
比
喩
に
よ
っ
て

意
味
を
拡
張
す
る
」
と
い
う
2

つ
の
情
報
処
理
を
行
っ
て
い
る

と
説
明
す
る
。
こ
の
点
は
、
先

に
紹
介
し
た
国
語
の
教
科
書
の

内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
一
つ
の

言
葉
、
例
え
ば
「
飲
む
」
が
、

お
茶
を
飲
む
、
ス
ー
プ
を
飲
む

な
ど
の
液
体
を
摂
取
す
る
と
き

の
動
詞
で
あ
る
が
、「
息
を
飲

む
」
な
ど
の
例
え
に
も
使
わ
れ

る
。
逆
に
英
語
で
は
「
ス
ー
プ

を
食
べ
る
（eat

）」
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
同
じ
動
作

で
も
広
が
り
が
違
う
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
「
言
葉
は
点
で
は

な
く
広
が
り
で
あ
る
」
と
結
論

つ
け
る
。

　

も
う
１
点
注
目
す
べ
き
指
摘

は
、「
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
推
論
・

記
号
接
地
」
の
考
え
だ
。
子
ど

も
は
近
く
で
す
ぐ
わ
か
る
「
似

て
い
る
」
か
ら
抽
象
的
で
本
質

的
な
「
似
て
い
る
」
へ
自
分
で

移
行
で
き
る
こ
と
が
試
験
研
究

で
分
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
に

ん
じ
ん
と
形
が
似
て
い
る
か
ら

と
、
お
も
ち
ゃ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を

食
べ
物
と
は
認
識
し
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。
体
験
か
ら
帰

納
的
に
得
た
知
識
が
、
演
繹
に

変
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
経
験

や
知
識
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
ま

た
帰
納
的
な
思
考
が
な
さ
れ
、

総
合
的
な
知
識
が
上
書
き
さ
れ

る
こ
と
も
な
さ
れ
る
。
こ
れ

も
、
点
の
蓄
積
だ
っ
た
知
識
が

広
が
り
を
見
せ
て
面
で
繋
が
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
軸
と

な
る
母
国
語
を
し
っ
か
り
と
学

習
し
、
生
活
の
中
で
言
葉
を
ど

ん
ど
ん
覚
え
る
こ
と
で
、
思
考

力
も
鍛
え
ら
れ
て
く
る
。
も
し

か
し
た
ら
Ａ
Ｉ
は
人
間
を
超
え

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
本
書
は
、
そ
の
抽
象
的

で
本
質
的
な
思
考
と
理
解
へ
移

行
す
る
途
中
の
子
ど
も
達
の
言

い
間
違
い
集
。
分
か
る
分
か
る

と
膝
を
打
つ
親
御
さ
ん
た
ち
も

多
い
だ
ろ
う
。
大
い
に
笑
っ
て

楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
　
（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

 言葉の蓄積が意味形成
水野 太貴 ・今井 むつみ・著

 角川書店・刊

■晩夏（赤川次郎、徳間文庫）　夏の終わりの湖畔のロッ
ジ。沢柳将司は遭遇してしまった。人気スターの佐田マモ
ルとロッジで働く岡野仁美が隠れて会っているところに。
マモルと交際していた女優・久保照美が、彼の心変わりを
察して、乗りこんできた。しかもリポーターたちを引き連
れて。■レッドクローバー（まさきとしか、幻冬舎文庫）　
東京豊洲のバーベキュー場でヒ素による大量殺傷事件が
発生。犯人はすぐに捕まったが、１２年前、北海道灰戸町
で起きた一家殺害事件との関連性を感じた勝木剛。新聞社
を定年退職後、雑誌記者として働いていた。事件の真相が
暴き出されていくリアルな捜査ミステリー。■一橋桐子
（79）相談日記（原田ひ香、徳間書店）前作は、NHKでド
ラマ化され、松坂慶子が桐子を演じた。最新作では団地の
管理人になる。保険証なし、相続人なし、お金なし。団地
の住人はくせ者ぞろいで、老朽化した猿山団地には、管理
人がおらず、誰が住んでいるのか、何人住んでいるのかも
分からない始末。孫と祖母の年齢差だが親友の雪菜と一緒
に働くことに。■腹を割ったら血が出るだけさ（住野よる、
双葉文庫）女子高生の茜寧は本屋の入り口付近の新刊コー
ナーに平積みされた本を手に取った。家に帰り、一気読
み。自分にそっくりな主人公が描かれるその本は誰も知ら
ない私を理解してくれると感じた。そんなある日、茜寧は、
その本の登場人物の一人にそっくりな人と街で出逢う。　■うわべの名画座
（姫野カオルコ、集英社）「顔見道」なる道がある、と直木賞作家・姫野カオ
ルコ。ただ１人の求道者となって６０年。幼少期から周囲の「顔色」をうかがっ
てきたからこそ、他人の「顔の造作」を見て暮らしてきた。その鋭い観察眼を、
名作映画を彩る往年の大スター・高峰三枝子から人気野球選手の大谷翔平に
まで向け、率直な批評を愛を持って綴る。■文福茶釜（黒川博行、徳間書店）
美術雑誌の編集者、佐保はあることをきっかけに贋作をこしらえて売りさば
けば更に金になることを発見した冒頭作「山居静観」をはじめ骨董、美術品
の売買の裏表と、驚愕の贋作作りの手管の数々がちりばめられた古美術ミス
テリーの傑作連作集５篇 。18年には映画化された。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

赤
川
次
郎
の
愛
憎
劇
。
関
連
が
な
さ
そ
う
な
２
つ
の
事
件
を
シ
ニ
ア
記
者
が
暴
く
。
ド
ラ

マ
化
さ
れ
た
主
人
公
が
今
度
は
管
理
人
に
。
好
き
な
本
の
登
場
人
物
が
現
実
に
現
れ
た
。

顔
の
評
論
エ
ッ
セ
ー
。
欺
し
合
い
古
美
術
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

辰
巳
ヒ
ロ
シ
（
１
９
３
５
年

〜
２
０
１
５
年
）
は
、
日
本
で

貸
本
漫
画
家
と
し
て
活
躍
し
な

が
ら
、「
劇
画
」
と
い
う
名
称

を
提
唱
、「
劇
画
」
誕
生
に
あ

た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
貸
本
漫
画
家
時
代
の
黎
明

期
か
ら
全
盛
期
を
駆
け
抜
け
、

１
９
７
０
年
代
以
降
は
、
社
会

の
底
辺
に
位
置
す
る
人
々
の
悲

哀
や
屈
折
を
陰
鬱
な
タ
ッ
チ
で

描
い
た
作
品
を
月
間
漫
画
雑
誌

『
ガ
ロ
』（
青
林
堂
）
な
ど
に
多

数
発
表
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品

群
は
海
外
を
中
心
に
高
く
評
価

さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
・
コ
ミ
ッ
ク
の
第
一

人
者
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
昭
和
の
時
代
を

海
外
の
漫
画
フ
ァ
ン
が
愛
読
す

る
姿
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
市

井
に
生
き
る
「
名
も
な
き
人
た

ち
」
の
生
き
方
に
郷
愁
を
覚
え

る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

登
場
す
る
人
物
は
、
場
末
の
飲

み
屋
街
で
働
く
ホ
ス
テ
ス
や
従

業
員
、
町
工
場
の
青
年
、
状
況

し
た
貧
乏
な
苦
学
生
、
地
下
の

下
水
道
を
清
掃
す
る
作
業
員
な

ど
普
段
光
が
当
た
ら
な
い
人
生

を
描
い
て
い
る
。
収
録
の
多
く

は
ガ
ロ
掲
載
作
品
。　
（
三
浦
）

日
本
の
昭
和
の
悲
哀
感
が
海
外
で
評
価
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タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
で
バ

レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
に
プ
ロ
ポ

ー
ズ
で
き
る
恒
例
イ
ベ
ン
ト

「
ラ
ブ
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
・

ス
ク
エ
ア
」
を
２
０
２
６
年
も

２
月
14
日
に
開
催
す
る
こ
と
を

発
表
し
、
参
加
希
望
者
の
受
け

付
け
を
開
始
し
た
。
ダ
ッ
フ
ィ

ー
・
ス
ク
エ
ア
を
舞
台
に
、
巨

大
電
子
ビ
ル
ボ
ー
ド
で
プ
ロ
ポ

ー
ズ
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
の
同

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
、
申
請
は

https://events.humanitix.
com/love-in-times-square-
2026-surprise-proposals

を
参
照
す
る
。

世
界
の
中
心
で

プ
ロ
ポ
ー
ズ

　

源
吉
兆
庵
と
テ
ィ
ー
・
キ
タ

ム
ラ
（Tea Kitamura

）
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト

「 Harmony of W
agashi & 

Tea

」
が
、
10
月
24
日
、
源
吉

兆
庵
Ｎ
Ｙ
五
番
街
店
で
開
催
さ

れ
た
。

　

来
店
者
へ
の
特
典
と
し
て
、

吉
兆
庵
の
和
菓
子
60
ド
ル
以
上

を
購
入
し
た
客
に
テ
ィ
ー
・
キ

タ
ム
ラ
の
お
茶
が
先
着
50
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
ま
た
、

緑
抹
茶
と
津
弥
栗
、
焙
じ
茶
と

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
和
紅
茶
と

抹
茶
彩
し
ら
べ
の
ペ
ア
リ
ン
グ

も
店
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

テ
ィ
ー
・
キ
タ
ム
ラ
は
、
長

崎
県
の
茶
畑
で
無
農
薬
・
有
機

栽
培
に
こ
だ
わ
り
、
50
年
以
上

に
わ
た
っ
て
茶
葉
を
生
産
し
て

い
る
北
村
製
茶
の
日
本
茶
ブ
ラ

ン
ド
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
栽
培
さ
れ

た
茶
葉
は
雑
味
が
少
な
く
、
ま

ろ
や
か
で
香
り
の
良
い
味
わ
い

が
特
徴
で
、
特
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
紅
茶
は
独
自
の
製
法
で
紅
茶

特
有
の
渋
み
が
少
な
く
、
ま
ろ

や
か
で
深
み
の
あ
る
香
り
が
楽

し
め
る
。
店
内
で
は
近
く
日
本

に
旅
行
す
る
と
い
う
米
国
人
客

カ
ッ
プ
ル
も
「
日
本
文
化
の
味

が
す
る
」
と
ぺ
ア
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　

源
吉
兆
庵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店

の
寺
門
涼
支
配
人
に
よ
る
と
和

菓
子
と
お
茶
の
ペ
ア
リ
ン
グ
は

同
店
で
は
初
の
試
み
だ
と
い

う
。

　

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
や
ド
ラ

マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見
放
題

で
楽
し
め
る
動
画
配
信
サ
ー
ビ

スJme(

ジ
ェ
イ
ミ
ー)

は
３

日
（
月
）
よ
り
視
聴
料
金
を
最

大
50
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
す
る
。
11
月
の
見
ど

こ
ろ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
か
ら

は
「
大
相
撲 

九
州
場
所
」。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
プ
レ
ミ
ア

ム
で
８
日(

土)

夜
か
ら
生
中

継
。
ま
たJme

大
相
撲
と
し

て
９(

日)

か
ら
23 

日(

日)

、

見
や
す
い
時
間
に
４
回
配
信
す

る
。
２
日(

日)

配
信
の
「
東

京
の
ど
真
ん
中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
！
」
で
は
六
本
木
ヒ
ル
ズ

か
ら
70
分
間
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
で
生
中
継
。
ゲ
ス
ト

は
小
林
幸
子
、
こ
っ
ち
の
け
ん

と
。
日
本
国
内
で
毎
週
日
曜

日
放
送
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
はJme

見
逃
し
配
信
中
。

W
OW
OW

か
ら
は
日
本
で
放

送
中
の
最
新
ド
ラ
マ
、
高
橋
一

生
主
演
の
「
１
９
７
２
渚
の
螢

火
」（
英
語
字
幕
付
き
）。
本
土

復
帰
を
間
近
に
控
え
た
沖
縄
が

舞
台
。
関
西
テ
レ
ビ
か
ら
は
草

彅
剛
が
妻
を
亡
く
し
、
シ
ン
グ

ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
と
し
て
生
き
る

遺
品
整
理
人
、
鳥
飼
樹
を
演
じ

る
「
終
幕
の
ロ
ン
ド ‒ 

も
う

二
度
と
、会
え
な
い
あ
な
た
に
」

（
英
語
字
幕
付
き
）。
テ
レ
ビ
朝

日
か
ら
は
「
仮
面
の
忍
者 

赤

影
」（
英
語
字
幕
付
き
）。
主
演

は
佐
藤
大
樹
。
織
田
信
長
の
天

下
統
一
が
目
前
に
迫
っ
た
頃
、

仮
面
の
忍
者 

赤
影
と
し
て
立

ち
上
が
る
。

　

こ
の
ほ
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」、
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に
翼
」、

W
OW
OW

の
社
会
派
ド
ラ
マ

「
フ
ィ
ク
サ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
、

人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ
「
水
曜
日
の

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」
な
ど
、
英
語

字
幕
付
き
の
番
組
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
現
在
、
日
本
で
放
送
中

の
「
相
棒 season24
」、「
小

さ
い
頃
は
、
神
様
が
い
て
」、

「
緊
急
取
調
室  season5
」、

「
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
」、

「ESCAPE 

そ
れ
は
誘
拐
の
は

ず
だ
っ
た
」の
最
新
作
は
じ
め
、

話
題
の
民
放
ド
ラ
マ
「
怪
物
」、

「
和
田
家
の
男
た
ち
」
な
ど
も

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
中
。詳
細
・

申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

watch.jme.tv

を
参
照
す
る
。

視
聴
料
値
下
げ

11
月
の
見
ど
こ
ろ

Jme

和菓子とお茶
源吉兆庵で

北村製茶とペアリング

https://carnegiehall.org/japan
https://www.samuraipapabk.com/
https://events.humanitix
https://events.humanitix
https://events.humanitix
watch.jme.tv



